
共
同
体
の
地
理
的
規
模

水

津

一

朗

｝
　
〔
要
約
〕
共
同
体
の
立
地
す
る
地
域
の
面
積
・
入
筒
に
は
一
定
の
法
則
が
あ
る
。
ム
ラ
か
ら
国
家
共
同
体
に
至
る
ま
で
、
各
位
相
の
共
同
体
の
テ
リ
ト
リ
ー
　
…

…　

ﾌ
結
合
様
式
に
も
、
一
定
の
秩
序
と
組
織
が
あ
る
。
歌
稿
「
地
域
の
階
瞬
朗
結
合
に
つ
い
て
」
　
（
地
理
学
評
論
　
一
八
の
六
）
の
立
場
を
、
表
題
の
観
点
か
ら
　
～

…
　
新
し
い
デ
ー
タ
ー
を
用
い
て
お
し
す
す
め
た
の
が
本
稿
で
あ
り
、
世
界
諸
国
の
ム
ラ
・
グ
ン
・
ク
ニ
、
等
の
進
化
と
地
域
組
織
の
関
係
、
そ
の
空
間
規
摸
の
ロ
　
…

一
夷
ル
塗
化
、
星
的
地
整
ハ
漂
藷
欝
農
共
同
体
の
か
ら
羨
い
筆
・
り
あ
げ
つ
つ
、
入
間
葭
簾
に
享
る
藩
論
的
・
プ
マ
チ
を
試
…

一み

｡
ミ
農
・
醤
然
・
景
解
嚢
同
体
の
糞
野
喜
で
書
淫
箋
の
蕎
体
で
あ
宗
三
茎
が
覧

　
　
冤
さ
れ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
「
地
域
」
的
事
笑
を
追
究
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

～、

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v

共阿体の地理的規模（水津）

一
　
ム
ラ
以
前

　
「
個
人
」
葱
発
見
し
、
　
「
社
会
」
を
把
握
し
た
近
代
人
は
、
何
故

「
地
域
」
の
発
見
に
は
お
く
れ
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
ぞ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
主
宰
す
る

社
会
形
態
学
派
が
、
ド
ゥ
・
ラ
。
ブ
．
ラ
ー
シ
ュ
一
派
の
人
・
文
地
理
学

派
と
社
会
の
物
質
的
基
体
ω
類
滞
霞
暮
雪
暮
ゆ
註
9
の
位
置
づ
け
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ぐ
つ
て
、
は
な
ば
な
し
い
論
争
を
か
わ
し
た
。
当
時
、
社
会
形
態
学

派
が
と
り
だ
し
た
事
例
の
｝
つ
が
、
土
地
な
き
社
会
、
ト
テ
ミ
ズ
ム

の
非
地
縁
性
で
あ
り
、
中
部
オ
」
ス
ト
ラ
リ
ア
の
未
開
部
・
族
、
ア
ル

ン
タ
族
ト
テ
ム
グ
ル
ー
プ
の
血
縁
性
で
あ
っ
た
。

　
両
学
派
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
す
ぞ
に
フ
ェ
ー
ブ
ル
が
次
の
審
判

　
　
　
　
　
　
②

を
下
し
て
い
る
。
「
自
然
的
根
抵
を
も
た
な
い
社
会
、
即
ち
『
形
態
』

の
な
い
集
団
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
形
態
学
自
身
成
立
し
な
い
ぞ
は
な

い
か
。
非
地
縁
的
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、
そ
の
伐
鼠
貝
が
地
表
で
日

常
生
活
を
送
る
以
上
、
そ
こ
に
は
気
候
が
あ
り
、
生
魔
物
が
あ
り
、

か
れ
ら
が
別
種
の
地
域
集
団
の
構
成
要
素
た
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

占
居
し
て
い
る
場
所
に
固
有
の
生
活
条
件
が
あ
る
」
。

91　（，）27）



1

K　族　名

平原インデaアi
ン　　　　　　　i

人瞬度il・・nd・・h・・d・　　　　　　　　　　　その面績i
」“fi　’t　‘ル 奄ﾌ平均人当、　Eiafi　’“　a・

i数1・・一　　l
mp，ooo　i

」＿璽＿ 要

Barnow．挙節的，夏
のみ凝集

カymラ族
　（西北濠州）

・ブ J）｝！／・
t
illl＿200｛醐i甥葛唾罵漆裂

iム、・ジン族

1
241－95

（北濠）

100－1，　OOO

iユ㌶製婆デ1

i－166’”　I

I
200以下

一S舜更＝family　hunt三ng　i

group　カ：より重要　　　i

　（2－4平方マイル）　i

Wamer・雨季には分｝
｝散　　　　…

北西ブツシュマ1
ン　　　　　｝

150一闇60

｝恥…

＝ンゴー・　　1
　　ネグリート1

60－65

051

Steward

レノ

セマングi1／2－1／3　35・1

03

1　・・

西オーストラリ
ア

リラト入｝オ南
ア

1／5 I1

04 ノ1

篇’ア地方11－1／・

彫ヂランドi・一・・

霊1ぐ…ト川i1／5

50

03

120－2s

750 tr

100

1－i－05

タスマ＝ア
bf3－i／i3　i　30－ao

－
閲
’

－
㎜
’

オナ族（南米）

1－liE，60

／t

lk－1／0V

警護糠伽巨

1．一4．g…一．”．mp．．　14io

ノ
ノ

’
、
’

1

05 1　so

21ーゴエウグエイデ
族

　　　　　　　　南プ・シュマンi
　　　　　　　｝
アンダーマン　　3

臣・タ＝。　一ue

i農・…・・
Y5－1／35

50？ 50

100－150

11

p
〃

50 16 tf

1北パイウテ：族
　　　（大盆地）

iヨクート族（カ
1リフオ7V　＝ア）

iFイドウ族
　（tt）

内墜オーストラ
リア

磁一70
1　2so－io，　ooo t1

1／17 400 1　io，　ooo
i

pm．3aookm2）1－ELgt9：0一 L

l　130－300kma

㌃譲。・）｝

81－28
（1001〈ma）

1’　77skm2

1－i．gr．g－2so　．1　2sgkm2．

　　　　　　崔

Forde．冬のみ集含

馬淵（人類の生活）
定住

53 1　20－6，　ooo

　　　　ノノ
1＿　　　　　　　＿＿＿
9D．S．　Davidson．鈴木
　（未開人の社会組織）

別表工 未開社会のbandおよびherdeの規模

92　（5．？．8＞



璽き岡｛本の越三理自㌻規惹鑓　（7iく溝め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ア
ル
ン
タ
族
の
居
住
地
は
六
つ
の
大
地
域
区
画
に
分
れ
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
が
ア
リ
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
を
根
拠
と
す
る
チ
ョ
リ
チ
ジ
ャ
族

を
は
じ
め
、
七
一
二
箇
の
地
域
集
団
に
細
分
さ
れ
る
。
ト
テ
ム
グ
ル
ー
、

プ
は
イ
ン
タ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
結
合
力

は
、
ま
ず
自
己
の
所
属
す
る
地
域
集
団
内
で
最
も
強
く
、
他
集
団
に
至

る
に
し
た
が
っ
て
ゆ
る
く
な
る
。
ト
テ
ム
グ
ル
ー
プ
の
儀
礼
も
、
ま

ず
自
己
の
生
活
地
盤
内
の
成
員
を
主
体
と
し
て
い
と
な
ま
れ
、
他
の

地
の
同
一
ト
テ
ム
成
員
を
吸
合
す
る
度
合
は
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
経

済
力
の
度
合
、
ト
テ
ム
中
心
の
畏
敬
の
強
弱
に
よ
る
。
か
く
て
野
猫

を
ト
テ
ム
と
す
る
グ
ル
ー
プ
戸
ア
チ
ル
パ
）
も
、
部
族
を
な
べ
て
た
だ
一

つ
あ
る
の
で
は
な
く
、
イ
マ
ン
ダ
の
ア
チ
ル
パ
、
某
地
の
ア
チ
ル
パ
等
、

居
住
の
安
心
地
域
名
を
つ
け
て
よ
ば
れ
る
。
か
つ
今
日
で
は
、
一
見

こ
み
7
い
っ
た
ト
テ
ム
規
翻
脚
白
回
休
げ
か
、
未
開
ψ
な
技
術
〃
附
阿
刷
翼
下
に
［
お
い

て
、
食
糧
調
節
の
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
さ
え
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
未
開
三
会
の
日
常
生
活
を
規
制
す
る
基
本
的
生
活
空

間
と
し
て
、
ホ
ル
ド
や
バ
ン
ド
等
の
立
地
す
る
テ
リ
ト
リ
ー
の
あ
る

霜崇

ﾀ
が
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
、
ラ
ド
タ
リ
フ
ブ
ラ
ウ
ン
、
ス
チ
ュ
ワ
ル
ト

等
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
氏
族
的
血
縁
組
織
を
も
つ
て
社
会

結
合
の
基
本
と
す
る
モ
ル
ガ
ン
流
の
考
え
方
は
、
多
く
の
修
正
を
う

　
　
　
④

け
て
き
た
。
い
ま
、
手
許
に
あ
る
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
諸
未
開
部
族

の
ホ
ル
ー
3
や
バ
ン
ド
の
面
積
、
人
目
を
整
理
す
る
と
（
溺
表
1
）
、
こ

れ
ら
基
礎
集
団
の
規
模
は
、
平
均
二
五
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
、

＝
ご
0
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
こ
と
は
下
れ
で
、
人
霞
も

約
五
〇
人
程
度
、
　
一
〇
〇
人
以
上
は
多
く
な
い
。
未
開
な
技
術
的
制

約
下
に
胎
け
る
生
産
活
動
は
、
こ
の
程
度
の
空
闇
的
制
限
内
で
最
も

ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
移
動
傾
向
の
強
い
猟

獣
を
主
食
と
す
る
ス
テ
ッ
ペ
地
方
で
は
、
よ
り
広
い
土
地
と
よ
り
大

き
い
集
団
を
必
要
と
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
集
団
が
一
定
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
限
り
、
そ
の

土
地
や
産
物
に
つ
い
て
共
同
占
有
権
を
も
つ
と
し
て
も
、
そ
の
空
闇

は
季
節
約
に
伸
縮
し
、
定
住
集
落
も
な
い
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は

「
ム
ラ
」
以
前
の
現
象
に
す
ぎ
な
い
。

　
①
目
．
U
豊
醐
・
…
き
矧
」
・
㎝
房
①
識
巴
①
・
・
創
。
迂
蜜
亀
5
負
。
ω
。
。
圃
。
ご
7
9
5
諺
い
・
困
辺

　
寿
利
訳
、
祉
会
学
的
方
法
規
準
。
　
お
よ
び
H
・
・
関
9
巽
ρ
ピ
p
日
、
。
疑
。
魚
一
．

　
国
く
。
ご
臨
8
｝
葺
諺
ρ
ぎ
ρ
　
H
馨
「
o
◎
琴
二
〇
β
㈹
8
σ
q
養
勺
7
団
ρ
器
9
。
一
”
国
一
。
・
ε
岸
⑦
●
飯

　
塚
浩
二
訳
岩
波
文
庫
版
八
七
頁
以
下
。

　
②
財
疑
9
く
「
ρ
農
峯
．

③
拙
稿
、
ト
テ
ミ
ズ
ム
と
地
縁
性
i
未
開
三
会
の
地
理
学
的
試
論
、
古
丈

　
化
、
昭
一
ご
二
。

①
杉
浦
健
一
、
未
軍
人
の
政
漁
と
認
証
、
昭
二
二
。
八
九
頁
以
下
。
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ニ
　
ム
ラ
の
規
模

　
未
開
社
会
に
お
い
て
、
　
「
地
域
」
の
原
初
形
態
を
発
見
し
た
わ
れ

わ
れ
は
、
つ
ぎ
に
農
耕
社
会
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
追
究
し
な
け
れ
ば
な

200人200入。「OO人1000入2000人5000人
以下499人999人！999人4999人9999入

名囮

271222・52

農892・O4養

1寝51670

0
4

一
D

3！1t13

411ユ92722

4142332IS

7212；31，813

261116

　　　　ぱ　　スウ　　エーフー　i
　　　　　　ン　　　　　　E

北アイルラ　　rx
ンド　　　　　v

チリー

　　　　　ト
エスラ＝ルi29

，スタ蛎i3
　　　　　1

鄭耽引3
辿り壁．i璽

　　　　　ミオランダ　 i60

1 二九体
○人が
○の最
入人多
imの
四凝望
九集

1
一
叢

群
　
　
亙
　
　
群

21・126

154

デンマークi40

ノールウェ
　　　　85

6923，rj2米国

42268

．
ら
な
い
。
農
耕
生
活
に
お
け
る
生
活
空
間
の
単
一
環
飾
地
域
（
基
礎

地
域
）
と
し
て
は
、
原
則
酌
に
は
一
集
落
を
核
と
し
て
、
そ
の
周
囲

に
生
産
用
地
・
交
通
路
そ
の
他
の
人
証
的
設
営
物
や
自
然
的
事
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
な
し
た
不
可
分
の
統
一
体
を
と
り
上
げ
る
。
こ
の

キューバ

蔓1377

5183927

ブラジル

アルヂェリ
ア

最
多
の
飼

九
九
九
入
以
下
の
凝
集
体
が

頂
　
　
　
　
　
　
群

266926

11241，2

㍗スランi　・“7

　　　　　i一
アラスカ　i78

0010
り

7

｝
38

0
4

8］．o132．0

038ユ8

メキシ＝　　86

㌘ンランi88

；ノレ伽チi　49

インド 67

　
が
最
多
の
園

　
二
〇
〇
入
以
下
の
凝
集
体

ヒ
…
m
…
…
…
…
ー
ー
ー
ー
騨
一
1
、
　 22166ポルトガル

143936スコツトフ
ンド

1643175プエトリコ　i一

鵠33
　一

ンジーアヴ
島

11北ローデシ
ア

九
人
が
最
多
の
国

一
〇
〇
〇
一
九
九
九

V
　
　
　
　
群

別表夏 人口階級別人口　凝集体の分布比率（八字は国別百分比）
Demographic　Yeユrbook．1952から弊禺
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共嗣体の地理的親模（水津）

統
一
体
は
、
明
治
以
誕
剛
、
わ
が
国
で
ム
ラ
（
概
し
て
今
日
の
大
宇
）
と
よ

　
◎

ば
れ
、
ド
イ
ツ
ぞ
○
噌
鎌
。
ぎ
⇒
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
世
界
人
口
年
鑑
」
¢
。
蓉
○
σ
q
峯
や
竃
。
く
。
鷺
げ
o
o
犀
は
、
世
界
諸
國

の
地
域
単
元
を
満
M
ご
”
O
の
三
項
に
分
類
し
、
国
別
に
各
地
域
単
元

の
分
布
数
を
人
口
階
級
毎
に
記
載
す
る
。
洋
は
行
政
区
画
を
無
視
し

た
人
口
凝
集
体
。
げ
は
行
政
市
町
村
。
o
は
そ
れ
以
下
の
行
政
区
画

を
単
元
と
す
る
が
、
こ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
行
政
機
関
を
も
た
ず
、

人
口
凝
集
体
と
の
符
合
を
吟
味
す
る
の
が
困
難
な
揚
合
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
地
域
単
元
を
、
た
だ
ち
に
前
述
の
生
活
基
礎
地
域
と
同
一
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
く
と
も
麟
お
よ
び
＃
σ
は
比
較
的
こ
れ

と
近
似
す
る
可
能
性
が
多
い
。

　
そ
こ
ぞ
、
9
お
よ
び
鈴
び
分
類
に
つ
い
て
、
別
表
亙
か
ら
次
の
こ
と

　
　
　
　
　
③

が
判
明
す
る
。
①
各
国
と
も
一
、
九
九
九
人
以
下
の
人
口
凝
集
体
が

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
②
五
六
％
の
国
で
は
九
九
九
人
以
下
（
過
半
数

が
ご
○
○
人
ま
で
）
の
頻
度
が
、
国
内
人
口
凝
集
体
の
大
半
を
占
め

る
こ
と
、
⑧
別
表
1
、
∬
群
の
国
で
は
、
二
〇
〇
人
以
下
が
激
減

し
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
は
漸
減
し
、
㈱
各
群
別
に
、
頻
度
率
の
カ
ー

ヴ
に
近
似
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
理
由
を
こ
こ
で

速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
く
と
も
基
礎
地
域
の
規
模
に
、

あ
る
法
則
性
の
存
す
る
こ
と
は
予
想
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
一
八
七
〇
年
代
の
わ
が
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
地
誌
提
要
を
利
用

し
う
る
。
そ
れ
に
乱
る
と
、
別
表
獲
の
よ
う
に
二
〇
〇
人
一
四
九
九

人
の
ム
ラ
が
全
体
の
五
七
％
を
し
め
る
。
現
在
に
つ
い
て
は
個
別
調

平均ムラ

人口撒
ク 名

｝総計

1

／。旗、9訓讃岐・・防・長門・肥後 lz2

2G・一2gg騰：姦禦：馨建：黙●丹波｝・

…一3gg灘：灘●娘．能登’丹後i・

…一4gg麟：羅辮：滝釜：譲轟1！・

…一・gg睡・鮪・筑後 3

600＿　699　1和泉．淡路 12

2
3
一
2

！00ヨggi伊予’豊後
…一一　・99　1摂津・備後・芙薩

900－ggg　i　Ffi1波。　臼【向

工

「
0

1

ユ000｝歪G9卿職

11G・一1劇

］2・・日2ggl安芸

1700－1799　li？Xfi“，：，

別
表
皿
ク
ニ
別
平
均
ム
ラ
入
口
数
（
日
本
地
誌
提
要
、
明
油
1
0
、
か
ら
糞
繊
）

査
に
よ
る
外
な
い
が
、
大
阪
市
大
地
理
学
教
壼
の
奈
良
県
二
階
堂
村

調
査
に
よ
る
と
、
三
二
大
字
の
人
口
規
模
は
、
二
五
〇
1
三
五
〇
入

95 （53ユ）



の
も
の
が
最
も
多
く
、
そ
れ
以
下
の
も
の
は
漸
滅
し
、
以
上
の
も
の

は
急
減
す
る
。
ま
た
集
落
名
そ
の
他
か
ら
お
し
て
、
以
前
は
同
一
集

落
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
合
算
す
る
と
、
四
〇
〇
人
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

大
字
が
あ
る
が
、
現
在
こ
れ
は
手
掴
の
大
字
に
分
裂
し
て
い
る
。
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

じ
平
野
の
村
で
も
北
陸
砺
波
扇
状
地
の
散
村
地
帯
で
は
、
四
〇
芦
一

ご
○
戸
、
二
〇
〇
入
－
一
〇
〇
入
が
六
三
％
を
し
め
、
奈
良
盆
地
の

墓
礎
地
域
よ
リ
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
。
奈
良
盆
地
に
く
ら
べ
て
後
進

的
な
砺
波
で
は
、
人
口
密
度
が
稀
薄
で
あ
り
、
か
つ
ム
ラ
の
コ
ム
ユ

ー
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
が
散
居
の
た
め
集
村
居
住
よ
り
円
滑
を
か
く
面
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

く
、
必
然
的
に
ム
ラ
の
縮
少
を
招
く
。
そ
の
南
に
位
置
し
従
来
隔
絶

山
村
を
な
し
た
五
力
出
で
は
、
そ
の
平
均
規
模
は
さ
ら
に
縮
少
す

　
⑤る
。
こ
こ
ぞ
外
国
の
諸
例
を
加
え
る
と
、
ソ
連
の
コ
ル
ホ
；
ズ
の
平

　
　
　
　
　
⑨

均
戸
数
七
八
戸
、
　
一
六
歳
以
上
の
人
目
一
六
〇
人
、
南
ド
イ
ツ
の
レ

ス
地
帯
の
泉
に
凝
集
す
る
ゲ
ヴ
7
ン
ド
ル
フ
ぞ
は
普
通
五
〇
〇
入
前

　
⑳
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
南
欧
の
百
姓
町
に
至
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
は
数
万
人
に
達
す
る
。

　
し
か
し
こ
の
百
姓
町
の
ご
と
き
特
殊
事
情
（
外
敵
防
禦
と
強
度
の
乾

燥
）
を
竜
つ
も
の
お
よ
び
散
村
を
除
け
ば
、
ム
ラ
人
目
は
、
ほ
ぼ
ご

O
O
人
…
五
〇
〇
人
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
、
秩
序
の
あ
る
振
幅

を
示
し
て
い
・
Q
．
」
と
が
、
一
応
結
論
さ
れ
る
。
か
か
る
法
則
性
は
、
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

飲
料
水
の
多
少
等
の
自
然
条
件
と
共
に
、
　
一
定
の
歴
史
的
背
景
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
6

お
け
る
コ
ミ
ュ
ー
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
や
生
産
能
率
、
さ
ら
に
ム
ラ
の
統

率
能
力
に
他
聞
的
限
界
性
の
あ
る
こ
と
か
ら
成
立
す
る
と
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
ろ
う
。
オ
ト
レ
ム
バ
は
、
農
業
集
落
の
戸
数
と
麗
敷
・
耕
地
闇
の

距
離
と
の
間
に
栢
関
関
係
が
あ
り
、
入
口
が
所
与
の
耕
地
面
積
内
で

強
く
成
長
す
る
と
、
保
有
地
分
散
が
極
端
化
し
、
作
業
能
率
は
低
下

し
、
か
つ
農
業
生
産
に
よ
る
人
口
支
持
限
界
を
ふ
み
こ
え
る
結
果
、

非
農
要
素
の
出
現
、
分
村
の
発
生
を
み
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

病
的
に
膨
脹
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ア
や
ギ
リ
シ
ア
農
家
の
コ
一
次
的
分
散
L
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
⑳

も
、
こ
の
点
か
ら
理
由
づ
け
で
き
る
。
な
お
砺
波
の
契
合
に
つ
い
て

は
、
筆
者
の
計
算
で
は
、
労
農
的
要
素
を
含
む
消
費
・
不
完
全
農
家

戸
数
を
除
い
た
揚
合
、
各
部
落
の
完
全
農
家
戸
…
数
と
そ
の
総
経
営
面

積
と
の
間
に
は
、
見
事
な
比
例
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。①

人
間
共
岡
体
を
含
め
た
交
化
景
観
諸
要
素
が
㌶
8
㈹
鎚
な
恥
毛
ぎ
】
o
を
な

　
す
最
小
単
位
と
み
て
よ
い
。

②
鈴
木
栄
太
郎
氏
は
、
社
会
的
諸
覗
象
の
地
域
的
累
積
体
と
し
て
の
ム
ラ

　
を
指
摘
し
て
い
る
。
鈴
木
、
日
本
乱
農
　
村
社
手
本
ず
要
砥
繭
、
昭
二
四
。
三
八
頁
’

　
以
下
。



共同体の地理的規換；（水津）

③
⇔
費
ぎ
σ
q
「
弓
三
。
ジ
．
。
紮
げ
8
ぎ
冨
踏
襲
版
を
使
用
し
た
。
即
げ
分
類
は
、

　
P
と
び
の
璽
な
っ
た
も
の
。

④
京
大
教
養
部
所
蔵
の
臼
本
地
誌
提
要
に
よ
っ
た
た
め
、
関
東
、
東
北
の

　
分
を
鮫
く
。
以
下
岡
．
じ
。

⑤
村
松
繁
樹
・
川
喜
幽
二
郎
、
入
丈
地
理
学
入
門
、
昭
二
六
。
三
六
八
頁

⑥
穴
阪
市
立
大
栄
地
理
聖
教
塞
砺
波
共
嗣
調
査
に
お
け
る
筆
者
の
調
査
結

果
に
よ
る
。

⑦
窯
・
窯
p
＞
、
属
は
、
北
東
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
バ
イ
エ
．
ル
ン
の
二
つ
の
山
間

　
盆
地
に
お
い
て
、
集
村
居
住
の
前
者
は
、
　
一
〇
誌
平
均
四
八
二
人
、
散
村

居
住
の
後
者
は
、
平
均
八
九
人
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
d
δ
o
謄
同
9

亀
琶
鞭
窪
母
。
。
び
電
〇
二
い
。
げ
⑦
謬
ぎ
3
騎
斜
影
切
2
げ
彰
費
譲
9
罠
℃
男
。
畠
0
7
暮
σ
Q
窪

軽
門
傷
。
昇
零
プ
。
詳
H
」
ρ
づ
似
。
？
蛋
炉
畠
く
。
野
ψ
騨
並
拶
山
。
．
回
⑩
一
ご
匂
D
。
幽
H
O

　
ま
た
同
じ
バ
イ
エ
ル
地
方
に
つ
い
て
、
集
落
の
二
次
的
分
散
が
行
わ
れ

た
地
方
で
は
ム
ラ
面
鞭
が
小
さ
く
、
然
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
ム
ラ
面
積
が
大

鳥
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
．
従
っ
て
行
政
村
に
お
い
て
は
、
前
者
の
方
が
多

数
の
ム
ラ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
9
国
民
肝
早
b
δ
＜
§
二
巴
幽
§
讐
一

気
曙
費
置
。
プ
g
》
茜
｛
貯
㌧
憶
。
停
臼
彰
p
§
3
0
8
σ
貸
「
●
試
露
。
①
”
6
0
9
0
り
ω
．
鷺
⑩

　
同
胴
じ
く
散
村
や
小
村
の
卓
越
す
る
ス
ペ
イ
ン
、
ガ
リ
チ
ア
州
に
お
い
て

は
、
ス
ペ
イ
ン
の
地
理
学
者
d
§
昏
μ
O
o
お
o
o
釦
ρ
の
…
九
二
〇
年
の
調
査

に
よ
る
と
、
約
二
五
一
〇
〇
の
．
ム
ラ
　
℃
”
霞
o
ρ
乱
p
℃
h
o
罵
σ
q
民
o
u
・
剛
ρ
の
中
、
九

五
パ
ー
セ
ン
ト
が
二
〇
〇
人
以
下
、
五
二
・
五
パ
…
セ
ン
ト
が
五
〇
入
以

下
、
颪
曲
積
は
平
均
一
。
二
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
分
散
集
鼎
洛

℃
o
げ
げ
。
ざ
鎖
蝕
器
彰
ぎ
p
9
ρ
の
成
立
は
霊
と
し
て
一
八
世
鵜
か
ら
一
九
世
紀
．

初
頭
に
か
け
て
の
土
地
改
革
で
．
成
立
し
た
竜
の
で
あ
る
。
O
．
窯
器
ヨ
。
器
苧

一
考
§
留
＝
警
警
9
雲
Q
Q
δ
亀
ド
”
茜
窪
ぎ
，
の
零
合
い
。
7
◎
島
望
洋
℃

醤
．
翻
℃
｝
①
Q
σ
麟
．
Q
D
●
一
⑦
一
…
回
O
U

N
．
　
O
。

③
大
阪
市
立
大
学
地
理
学
激
半
畳
力
購
典
型
調
査
に
よ
る
。

⑨
　
的
揚
｛
偲
造
、
　
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
　
昭
　
一
九
。
　
山
ハ
三
一
只
！
山
ハ
四
留
貝
。

⑭
戸
9
蝕
ヨ
ρ
津
》
o
。
彊
象
鍵
毒
筆
一
碧
α
払
し
の
。
。
ビ

⑪
〉
．
d
。
彰
§
σ
q
8
ジ
H
・
p
O
傷
品
鶏
嘗
δ
創
。
夢
p
玄
葎
旨
邑
”
k
ぎ
”
．
（
げ

　
Ω
邸
露
『
・
Q
◎
9
H
⑳
雪
・
》
・
国
瓢
萬
）
霊
。
ジ
O
器
諸
矧
陣
写
ぎ
お
。
義
Φ
ご
δ
び
冨
O
“
●
り
陰
．

　
b
Q
慰
－
ト
コ
回
①
・
乾
燥
度
が
増
せ
ば
、
人
口
は
湧
水
点
に
凝
集
す
る
。
ド
．
ナ
ウ

　
平
原
・
南
欧
の
百
姓
町
は
、
防
禦
と
乾
燥
の
爾
面
か
ら
趣
度
の
凝
集
を
迫

　
ら
れ
た
。
乾
燥
集
落
の
極
大
は
、
か
め
オ
ア
シ
ス
タ
ウ
ン
で
あ
る
。

⑫
騨
O
g
巳
）
ひ
　
≧
一
σ
q
①
陶
器
一
器
　
》
守
亀
髪
－
暮
雪
　
H
一
計
一
い
鼠
品
・
。
讐
省
三
ρ

　
お
α
Q
o
齢

⑭
国
・
U
．
冨
。
着
。
ぎ
　
窯
お
「
p
凱
o
H
読
　
o
h
鵠
き
σ
q
鴛
鱒
碧
　
蒙
p
・
・
聲
け
伊
O
①
o
σ
q
鴨
●

　
拶
。
＜
．
培
鳩
お
O
D
“
ま
た
は
劉
芝
●
o
O
陣
碧
H
①
￥
Q
な
§
お
ト
哲
①
o
冨
o
h
↓
p
ロ
岩

　
o
嗜
⑦
三
〇
ヨ
。
箕
ぎ
鵠
壽
σ
q
二
目
M
も
Q
8
薮
簿
0
8
σ
q
野
徴
9
げ
q
p
N
ヨ
ρ
警
”
お
Q
Q
賦
・
》
．

　
コ
難
妻
妾
。
ジ
浮
錠
・
も
Q
．
悼
一
①

⑭
共
嗣
体
の
空
間
規
模
の
含
法
則
性
に
つ
．
い
て
は
、
そ
の
夢
野
9
。
穿
ぎ
騨

　
O
写
ヨ
簿
象
窪
噸
O
曾
℃
o
｝
岸
圃
的
。
げ
費
菊
鋒
ヨ
。
呂
伽
酵
「
Φ
　
σ
q
①
o
α
q
難
囲
）
㌶
巴
お

O
o
u
・
o
欝
零
9
－
u
陰
匂
・
蹄
σ
q
が
魚
び
℃
簿
O
町
営
P
旨
鵠
ψ
．
O
O
O
σ
q
さ
蜜
凶
離
℃
削
り
ω
O
G
　
を
参
照
の
こ

と
。
な
3
6
、
分
村
と
離
村
と
の
領
域
関
係
に
つ
い
て
は
、
〉
ン
く
簿
ρ
露
④

d
g
o
舞
毒
σ
q
自
・
○
誉
α
Q
曾
三
門
互
お
窪
h
鐸
　
象
。
　
Q
Q
貯
◎
ど
ロ
σ
q
薦
。
。
饗
巷
露
ρ

O
O
o
u
q
「
・
貯
・
メ
密
G
o
q
が
、
歴
史
地
理
学
的
分
析
に
く
わ
し
い
。
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三
　
ム
ラ
と
ム
ラ
の
結
び
つ
き

　
か
か
る
「
地
域
種
」
た
る
墓
礎
地
域
は
…
つ
の
　
硫
ξ
o
き
薩
§
営
ゴ
た

る
べ
く
、
そ
の
内
部
の
構
成
要
砦
は
、
人
聞
を
卓
越
種
と
し
て
機
能
的
に

結
合
し
た
広
義
の
共
同
体
を
な
す
。
共
同
体
を
入
聞
の
間
柄
に
、
の
み
か
ぎ

る
と
こ
ろ
に
、
‘
三
会
科
学
の
抽
象
性
が
生
ま
れ
、
　
「
馳
域
」
は
つ
い
に
発

見
さ
れ
ず
に
終
る
こ
と
と
な
る
。
人
聞
の
土
地
へ
の
働
き
か
け
の
堆
積
の

挙
句
、
こ
の
㏄
考
巽
。
薦
琶
ぎ
μ
の
原
形
質
と
し
て
神
社
・
仏
閣
等
の
聖
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
生
れ
、
土
地
は
精
神
的
風
土
に
昇
遜
す
る
。
テ
ー
ニ
ス
は
そ
の
プ
ロ
セ

ス
を
、
次
の
ご
と
く
説
明
す
る
。
「
土
地
は
そ
の
生
産
性
を
通
し
て
人
間

生
活
の
自
然
的
基
盤
で
あ
り
、
一
切
の
母
な
る
大
志
と
し
て
わ
れ
わ
れ

も
そ
れ
に
共
属
依
存
す
る
生
灌
空
聞
で
あ
る
。
共
同
贋
住
N
煽
・
・
ρ
ヨ
導
窪
－

芝
。
プ
昌
o
p
、
に
基
づ
く
所
謂
近
隣
閣
純
築
p
o
プ
び
錠
ω
9
・
錬
酔
に
よ
っ
て
、
か
れ

ら
の
生
存
を
決
定
帥
に
支
配
す
る
地
難
、
産
土
神
、
土
地
爺
、
土
御
ま
た

は
薩
神
の
共
同
崇
拝
に
ま
で
深
ま
る
に
し
た
が
い
、
一
窪
地
域
へ
の
共
属

が
、
か
れ
ら
を
横
断
蘭
に
結
合
し
て
運
命
豊
岡
体
に
ま
で
形
成
す
る
で
あ

ろ
う
。
エ
ジ
プ
ト
の
イ
シ
ス
、
ギ
リ
シ
ア
の
デ
メ
ー
テ
ル
、
ロ
ー
マ
の
テ

ル
ル
ス
に
お
け
る
ご
と
き
。
し

　
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
単
一
環
節
地
域
は
い
か
に
網
互
に
結
び
つ
い

て
、
よ
り
高
次
元
の
地
域
共
同
体
（
多
環
節
地
域
）
を
構
成
す
る
の

ノ
し
あ
ろ
う
か
。
小
地
域
群
の
並
列
的
集
合
に
お
い
て
大
地
域
を
み
る

考
え
方
が
、
綴
強
く
地
理
学
的
思
考
を
支
配
し
て
い
る
。
生
態
学
派

は
、
地
形
的
・
生
態
的
に
同
質
的
な
最
小
地
域
統
一
体
箆
。
島
ま
8

8
℃
o
毫
毛
ぎ
。
ぞ
α
搾
9
0
σ
q
駐
0
7
望
0
8
勘
。
ざ
σ
登
騨
6
｝
μ
プ
（
）
ヨ
。
び
q
⑦
器
㌘
ゲ
籠
亭

。
営
ブ
①
鴬
を
聾
0
8
｝
）
と
し
、
　
地
表
は
種
々
の
｝
W
ざ
ε
℃
群
の
モ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

イ
ク
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
も
伝
統
的
な
機
械
論
の
域
を
ぞ
る
竜

　
　
　
　
　
　
　
④

の
で
は
な
い
。
別
記
で
指
摘
し
た
ア
ン
ス
テ
ッ
ド
の
人
文
地
域
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
か
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
こ
え
て
は
い
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
・
文
化
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

説
に
せ
よ
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
や
ク
ニ
ー
バ
ー
の
文
化
地
域
の
ア
イ
デ
ィ

ア
に
せ
よ
、
人
類
学
の
畑
で
も
、
關
［
や
地
域
網
互
の
関
係
が
動
的
に

は
理
解
さ
れ
ず
、
空
闇
的
拡
が
り
す
ら
一
義
的
に
は
問
題
と
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
。
共
同
体
相
互
の
結
び
う
き
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
か
ぎ
砂
、

地
域
紹
互
の
結
合
も
、
あ
ら
た
め
て
力
学
的
に
考
課
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
力
学
的
地
域
結
合
理
論
を
考
え
る
揚
合
、
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
の
力
学
的

運
動
論
が
想
起
さ
れ
る
。
諸
事
象
の
地
的
分
布
　
臼
⇔
　
甑
簿
彰
賦
9
0

＜
O
夢
3
貯
彰
鵬
と
は
、
彼
に
よ
れ
ば
創
造
中
心
の
運
動
が
沈
澱
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
の
毎
。
像
塞
6
三
轟
に
・
ア
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
分
布
論
は
、
返

動
理
論
の
峯
が
・
静
峯
縁
っ
た
も
の
界
念
な
魑
彼
に

9一　8　（53・1）



岡体の埋鯉的規撚（水灘）

お
い
て
は
、
地
域
相
互
を
個
別
に
き
り
は
な
し
て
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

　
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
の
思
想
は
、
ク
リ
ス
タ
ー
ラ
ー
の
考
え
方
に
う
け
つ

　
　
⑨

が
れ
る
。
地
域
は
交
通
路
を
介
し
て
結
ば
れ
、
交
通
路
は
十
字
路
で

交
叉
し
、
町
勢
と
な
っ
て
結
晶
す
る
。
彼
は
地
域
を
結
合
統
一
せ
し

め
る
媒
介
と
し
て
地
域
中
心
N
o
鐸
㌶
鷺
o
O
詳
①
を
考
え
る
。
そ
の
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
た
南
ド
イ
ツ
で
は
、
地
域
中
心
は
、
中
心
性
の
度
合

に
お
う
じ
て
七
階
級
に
区
分
さ
れ
る
。
最
低
の
中
心
地
蜜
髪
馨
ψ
o
ほ

を
中
心
に
、
半
径
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
域
が
統
合
さ
れ
て
蜜

烈
お
討
を
つ
く
り
、
こ
れ
が
数
箇
集
ま
り
、
｝
彰
寵
。
答
を
中
心
に
》

禁
お
騨
が
つ
く
ら
れ
る
。
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
を
く
り
か
え
し
て
、
最

後
に
半
径
一
〇
八
キ
ロ
の
ピ
湾
お
営
が
形
成
さ
れ
る
。

　
第
ご
次
大
戦
後
、
そ
の
く
。
轟
o
H
ぴ
q
毒
σ
q
応
急
欝
聲
と
N
き
a
髭
⇔
σ
q
。
・
－

（
＜
。
暑
襲
毒
σ
q
㌣
）
鷲
強
訴
℃
は
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
挙
証
に
お
し
ひ
ろ

げ
ら
れ
た
。
即
ち
、
ヨ
ー
饗
ッ
パ
で
は
南
北
三
地
帯
と
東
西
三
地
帯

四
か
ぬ
父
聡
し
で
｝
、
　
ロ
ン
ド
ン
●
。
明
智
ソ
◎
　
マ
曾
ト
リ
ッ
ド
●
　
ロ
ー
マ
　
・
・
ア
ロ

ニ
カ
。
プ
レ
ス
ブ
ル
グ
。
ワ
ル
ソ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
。
ベ
ル
リ

ン
を
大
中
心
と
す
る
九
つ
の
下
部
単
位
に
分
れ
、
各
々
五
〇
〇
、
○

○
0
1
み
ハ
0
（
り
、
　
∩
〉
○
○
平
｛
カ
キ
鳳
払
削
後
の
面
積
と
四
［
0
、
○
○
○
、

○
○
O
i
五
〇
、
○
○
○
、
○
σ
○
人
酋
後
の
人
降
を
も
つ
。
〉
、
し

て
各
地
域
毎
に
、
前
述
の
各
階
腰
の
地
域
中
心
と
そ
の
影
響
圏
が
設

　
　
　
　
　
　
　
⑲

定
さ
れ
る
の
で
あ
．
る
。

　
ク
リ
ス
ク
ー
ラ
ー
説
の
弱
点
は
、
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。
地
域
論

に
お
け
る
そ
の
功
績
は
次
の
点
で
あ
る
。
ま
ず
定
量
的
な
操
作
に
よ

っ
て
地
域
結
合
の
酵
母
と
し
て
の
都
市
を
指
摘
し
、
そ
の
中
心
度
の

階
贋
に
応
じ
て
、
地
域
が
階
層
的
に
結
合
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た

こ
と
。
こ
こ
で
は
、
　
「
地
域
」
は
キ
ン
ブ
ル
が
批
判
し
た
産
業
箪
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

以
前
の
残
片
と
し
て
の
同
質
的
「
地
域
」
ぞ
は
な
く
、
異
質
酌
な

。，

刀
獅
潤
?
駁
匿
巳
・
。
彰
群
が
ヵ
学
的
に
統
合
さ
れ
た
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

「
地
域
し
で
あ
る
。
か
か
る
階
層
組
織
一
回
一
膳
幾
。
ず
討
9
§
切
遂
け
。
影

を
も
つ
地
域
的
ア
パ
ラ
ー
ト
の
上
に
、
入
㎞
間
共
同
体
が
地
域
の
主
体

と
し
て
密
儀
し
、
文
化
が
つ
く
ら
れ
、
伝
播
し
、
か
つ
そ
の
進
化
が

　
　
　
⑫

行
わ
れ
る
。
ク
リ
ス
タ
ー
ラ
ー
の
通
口
葉
を
借
用
す
れ
ば
、
　
「
経
済
。

文
化
・
政
治
に
翁
け
る
企
生
活
・
全
労
働
の
流
れ
が
地
域
中
心
に
結

集
す
る
。
こ
れ
ら
の
流
れ
は
、
多
少
と
も
明
瞭
に
か
ぎ
シ
れ
た
地
域

内
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
か
ら
流
れ
来
り
、
こ
こ
か
ら
放
射
す
る
逆
流
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

よ
っ
て
、
地
域
の
残
余
の
都
壁
市
や
村
全
体
に
流
…
れ
う
し
。
ヘ
シ
マ
も
の
ノ
」

あ
る
b

99　（535）



①
男
口
、
窪
慧
㊦
き
O
o
彰
坐
雛
。
ξ
殉
陣
§
鳥
O
鵬
亀
凱
。
ぎ
詳
Q
嘩
．
鳳
轡

②
爵
m
o
｝
乙
。
ご
　
男
昌
。
］
費
は
、
　
d
冨
ど
碧
飾
。
・
o
ξ
坤
。
巨
象
。
㎞
鋒
ぽ
M
感
＄
巽

　
野
ぎ
g
山
事
。
・
ジ
、
駐
。
駐
。
ぎ
寓
。
田
詫
・
2
・
。
扁
品
ぎ
プ
〈
窪
。
ま
窪
ゆ
ご
葺
碍
巽

ヒ6

�
B
℃
。
と
み
る
σ
瀬
』
・
浮
ジ
N
霞
竃
暴
。
黛
一
・
α
歪
。
繋
。
蓬
い
・
・
乙
・

　
・
，
釜
翻
α
q
ぽ
負
窪
・
鍾
男
塞
。
ぎ
覇
－
準
訟
欝
き
σ
・
ψ
ぎ
凶
景
①
し
8
0
に
よ
る
。

③
拙
稿
、
地
域
の
階
層
的
結
含
に
つ
い
て
、
地
煙
二
八
の
六
。

④
石
川
栄
吉
、
文
化
圏
序
説
－
文
化
史
的
脱
族
学
の
弁
明
と
批
判
を
逝
じ

　
て
i
給
地
三
の
蕊

⑤
凝
稿
、
北
米
圭
罷
工
化
に
よ
る
臆
意
区
分
、
添
地
こ
の
凶

⑥
デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
は
、
社
会
種
と
し
｝
」
の
単
　
環
節
碁
会
が
、
さ
ま
ざ
ま

　
な
絹
互
結
A
晶
闘
係
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
純
多
環
節
社
会
．
（
若
干
の

　
未
購
部
族
、
ロ
下
マ
の
ク
ウ
リ
ア
、
ア
テ
ナ
イ
の
フ
ラ
ト
リ
ア
）
・
単
純
合

　
成
的
多
環
節
社
会
（
部
族
連
合
曹
・
二
重
合
成
唐
墨
環
節
社
会
（
古
代
都

　
市
、
O
話
騨
。
プ
p
津
）
　
が
形
成
さ
れ
る
と
す
る
。
デ
ュ
ル
ケ
！
ム
、
前
掲
書

　
一
九
三
頁
。

⑦
男
》
舞
N
Φ
剛
℃
》
星
き
や
。
鴨
。
槻
磨
）
三
〇
＜
9
鐸
6
。
山
口
尉

③
ρ
Q
Q
。
三
鐸
2
蒙
。
N
凶
皿
①
伽
臼
Q
8
饗
p
冨
陣
㊦
曾
頃
認
。
塁
魯
曾
”
も
謄
・
b
っ
口

⑨
芝
・
Ω
三
ψ
鍵
濠
ジ
蒙
①
N
Φ
平
話
】
撃
○
重
落
Q
。
ま
紆
三
い
。
窪
碧
縣
”
］
器
。
。
．

⑩
著
・
Ω
三
二
濠
ご
u
器
。
毎
鼠
σ
q
①
隅
薫
紆
＝
貯
巨
凱
回
窪
9
飾
薯
諮
貯

騒
震
。
鵠
噂
悶
話
三
＾
㌘
ユ
費
O
①
品
哩
．
鷺
亀
5
鍾
矯
目
霰
O

⑪
ρ
峯
8
匿
ヨ
三
ρ
目
お
H
謬
＆
。
曇
p
畠
。
h
島
。
拶
・
び
q
囲
。
謬
p
一
〇
§
8
箏

困
b
嵩
氏
§
醤
雛
ρ
景
鍵
（
凝
。
σ
q
桟
p
℃
7
ど
奥
戸
本
論
丈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、

地
域
に
お
け
る
階
篇
性
と
異
質
性
、
人
文
研
究
五
の
二
で
、
　
一
部
紹
介
し

　
先
。

⑲
や
や
主
題
を
は
な
れ
る
が
、
こ
こ
で
地
理
的
蓮
動
論
を
と
な
え
た
ラ
ッ

　
ツ
ェ
ル
の
櫛
簾
境
論
に
つ
い
て
、
　
ご
　
片
鶴
陥
明
し
た
い
。
彼
は
、
　
コ
ン
ト
・
テ

ー
ヌ
理
論
飾
δ
o
。
巨
？
ρ
．
p
ぎ
警
冨
誹
§
δ
翁
累
密
毛
を
「
暫
学
的

　
公
式
化
に
す
ぎ
な
い
」
（
き
夢
尻
Q
剛
）
o
槻
8
頓
話
℃
プ
剛
ρ
ど
Q
e
’
寄
一
扁
○
○
）
乏
し
て
、

　
「
文
化
の
未
発
達
は
、
時
間
的
。
隻
問
的
に
あ
ら
わ
れ
る
個
性
の
測
限
、

　
た
と
え
ば
、
相
次
ぐ
世
代
と
共
に
、
駅
屋
・
集
落
・
風
族
を
孤
立
化
せ
し

　
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
文
化
の
進
化
と
は
、
相
並
ん
だ
生
の
結
合
と
相
継

続
す
る
連
関
の
中
に
あ
る
」
（
＜
艶
｝
お
爵
§
貸
ρ
¢
｝
q
）
と
し
て
い
る
。
彼

　
の
環
壕
菰
繭
は
、
贋
謂
環
壇
　
決
定
面
罵
の
方
陶
に
灘
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
位

置
の
変
動
論
に
お
い
て
亀
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑱
ご
p
い
O
葺
諮
餌
微
。
急
静
Q
α
亀
α
。
緬
仙
山
、
前
掲
人
文
研
究
五
の
二
は
、
か
か

　
る
地
域
組
織
を
、
人
間
生
活
の
場
と
み
て
、
人
文
現
象
が
そ
の
地
域
叢
叢

　
に
ワ
ク
づ
け
ら
れ
る
状
態
を
ラ
イ
ン
・
マ
イ
ン
地
方
に
つ
い
て
分
析
し
た

も
の
で
あ
る
。

四
　
サ
ト
・
グ
ン
の
進
化

　
か
か
る
地
域
の
階
層
繭
結
合
は
、
大
地
の
断
片
へ
働
き
か
け
た
、
入
聞

労
働
の
歴
史
的
恥
曝
の
結
果
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
地
域

巾
心
は
、
ア
ル
ン
タ
族
の
ト
テ
ム
中
心
に
み
る
よ
う
に
、
未
開
社
会
に
も

存
在
す
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
い
ま
だ
経
済
的
申
心
機
能
の
成
熟
を
み

な
い
。
そ
こ
で
は
、
各
テ
リ
ト
リ
ー
は
大
森
林
・
河
斑
・
沼
沢
地
・
馬
繋

等
で
幅
広
く
区
切
ら
れ
、
内
部
の
祉
会
も
孤
立
的
、
自
律
的
で
あ
る
。
地

i，oo　（o”36）



共同体の地理的規模（水津）

　
域
と
地
域
を
へ
だ
て
た
こ
の
厚
い
壁
は
、
時
代
と
と
も
に
、
交
通
ボ
、
、
経
済
～

　
　
の
奨
達
と
ど
も
、
に
ご
わ
腔
で
一
著
ぐ
。
そ
し
て
階
麟
的
な
地
域
紬
織
が
、
群

　
立
す
る
地
域
申
心
を
酵
母
と
し
て
発
酵
す
る
。
こ
れ
を
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ

　
　
　
　
①

　
ー
バ
ー
流
に
い
え
ば
、
　
ま
ず
習
俗
を
異
に
す
る
共
同
体
閤
の
生
崖
膨
化

　
凶
弦
費
。
夢
忌
ψ
9
0
同
、
δ
昏
井
凱
。
奮
需
N
…
p
二
い
δ
籍
コ
σ
q
の
展
開
で
あ
り
、
次
に
市
場

　
　
の
た
め
の
導
業
化
へ
の
聚
達
野
5
二
。
｝
臼
諺
畿
N
。
「
ソ
獄
畦
葬
耀
¢
N
酌
・
」
幹
。
ぎ
薦

　
　
こ
れ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
墓
礎
地
域
群
を
包
含
す
る
多
環
節

的
生
活
圏
の
成
立
を
問
題
と
す
る
。
ゲ
ル
マ
ン
古
代
に
は
、
≦
創
霧

乃
至
5
穿
“
の
テ
リ
ト
リ
ー
が
、
「
森
林
に
お
お
わ
れ
て
物
凄
い
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
る
い
は
沼
地
が
つ
ら
な
っ
て
荒
涼
た
る
」
自
然
の
隙
聞
に
散
在
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
い
た
。
デ
ル
ブ
リ
ッ
ク
の
計
算
に
よ
る
と
、
紀
元
初
期
、
ゲ
ル
マ

ニ
ア
の
入
毛
密
度
一
方
キ
ロ
四
一
五
人
で
、
一
村
落
の
平
均
面
積
三

方
マ
イ
ル
、
入
目
七
五
〇
人
と
な
る
。
こ
の
人
口
密
慶
は
ベ
ロ
ッ
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
ガ
リ
ア
の
推
定
人
日
蟹
度
が
一
方
キ
ロ
七
・
六
人
（
紀
元
一
四
年
）

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
一
応
認
め
う
る
が
、
一
村
落
七
五
〇
人
は
、

現
在
の
南
ド
イ
ツ
の
典
型
的
な
ゲ
ヴ
ァ
ン
集
落
に
お
い
て
も
必
ず
し

も
小
人
口
で
は
な
い
し
、
そ
の
境
域
三
方
マ
イ
ル
も
広
大
に
失
す
る
。

隅
誤
算
の
発
端
は
、
古
代
の
ω
ぽ
℃
甲
該
Ω
統
と
O
毒
－
野
羊
凱
落
窪
。
び
優
跨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

の
実
体
を
同
一
視
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
時
と
所
は
い
さ
さ
か
異
な
る
が
、
数
量
的
、
に
比
較
的
整
備
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
℃
c
↑
一
ロ
、
9
×
（
一
三
七
七
年
）
州
別
調
査
に
よ
る
と
、

村
薄
共
同
体
の
人
毛
ピ
ー
ク
が
一
〇
〇
人
一
二
〇
〇
人
ク
ラ
ス
の
も

の
は
エ
セ
ッ
ク
ス
。
ノ
ー
ず
ム
プ
ト
ン
シ
ャ
ー
。
イ
ー
ス
ト
ラ
イ
デ

ィ
ン
グ
オ
ヴ
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
等
、
五
〇
人
－
…
一
〇
〇
人
ク
ラ
ス
の
・
も

の
は
デ
ヴ
ォ
ン
、
ノ
ー
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
オ
ヴ
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
等
で
、

大
部
分
が
一
〇
〇
入
前
後
に
落
着
く
。
こ
れ
を
一
〇
八
六
年
の
ド
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ー
ム
ズ
デ
ィ
ブ
ッ
ク
の
そ
れ
と
較
べ
る
と
、
た
と
え
ば
オ
ク
ス
フ
ォ

：
ド
シ
ャ
で
は
五
一
人
一
一
〇
〇
人
が
金
共
同
体
数
の
一
一
四
％
か
ら

一二

鼈黶

へ
、
　
一
〇
一
人
一
二
〇
〇
入
が
二
七
％
か
ら
一
二
一
％
へ
、
，
ス

フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
で
は
、
晶
別
訟
璃
が
一
九
％
か
ら
二
一
ニ
ジ
ρ
へ
、
後
混
笠
か

％
か
ら
二
六
％
へ
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
口
が
、
中
世
特

の
社
会
階
層
を
な
し
、
ま
わ
り
に
狭
長
な
地
合
の
の
び
た
開
放
耕
…

や
共
同
放
牧
場
の
あ
る
有
核
集
落
を
占
居
し
、
中
世
的
生
協
を
展

し
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、
古
代
の
託
。
諺
．
乃
至
く
籠
昏
の
人
口
を

ル
ブ
リ
ソ
ク
説
の
よ
う
に
大
規
模
に
は
考
え
が
た
い
。

中
事
ド
イ
ツ
で
は
、
　
｝
遇
§
留
ぎ
ぎ
津
は
、
主
と
し
て
O
蕎
内

根
を
は
っ
た
地
方
勢
力
を
背
景
と
し
た
地
方
偵
管
区
O
彰
齢
O
｝
藤
津

01　（537）



下
位
に
あ
る
裁
判
区
、
瓢
鐸
昌
鳥
禽
冨
。
田
津
匂
晦
σ
q
O
ほ
。
霧
管
区
と
し
て
成
長

し
て
い
く
。
す
で
に
メ
・
ヴ
ィ
ン
グ
朝
時
代
、
定
期
的
に
開
添
れ
る

定
期
裁
判
集
会
と
特
別
必
要
に
応
じ
て
召
集
さ
れ
る
臨
時
裁
判
集
会

と
が
あ
り
、
判
決
の
発
見
は
、
各
く
ご
鍼
や
邑
ざ
の
全
員
磁
界
を

要
し
た
裁
判
区
民
H
）
貯
σ
q
〈
o
涛
の
任
務
で
あ
っ
た
。
裁
判
官
は
、
定

期
裁
判
集
会
で
は
グ
ラ
ー
フ
Q
崇
臥
、
、
臨
時
裁
判
集
会
で
は
グ
ラ
ー

フ
の
出
席
し
な
い
か
ぎ
り
フ
ン
ノ
（
百
人
組
長
日
露
δ
、
元
来
人
民

か
ら
選
ば
れ
た
が
、
後
に
は
グ
ラ
ー
フ
の
任
命
に
か
か
る
彼
の
下
役

と
な
っ
た
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
地
方
分
権
の
発
達
に
と
も
な
い
封

建
法
。
家
人
勤
務
法
。
庄
園
法
等
の
発
達
を
み
・
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

原
則
と
し
て
は
、
、
従
来
の
地
方
法
は
、
そ
の
管
轄
区
内
に
お
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
⑧

般
的
効
力
を
も
つ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
韻
¢
⇒
伽
。
口
証
。
ぎ
毅
σ
脅
。
臨
鼠
μ
伴
管
区
は
、
数
箇
の

嬉
診
巳
三
お
○
吋
冨
駁
。
影
。
貯
鳥
。
た
る
「
日
常
生
活
め
小
秩
序
」
（
国
鉱
ヨ
ー

勺
。
一
）
i
穀
草
農
法
あ
る
い
は
三
熱
農
法
経
営
の
主
体
i
を
包
括

し
た
拡
り
を
も
ち
、
と
く
に
判
決
の
発
見
が
区
内
全
貴
の
任
務
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
み
て
き
こ
の
区
内
住
民
は
、
共
有
マ
ル
ク
の
利
用
権

で
あ
れ
、
家
畜
等
の
売
買
で
あ
れ
、
婚
姻
関
係
で
あ
れ
、
日
常
接
触

の
機
会
を
も
ち
、
あ
る
程
度
利
害
を
共
有
す
る
庵
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
グ
リ
ス
タ
ー
ラ
ー
は
、
今
磁
の
地
方
裁
判
所
所
在
地
が
地

域
中
心
と
し
て
約
ご
一
三
〇
〇
、
0
0
0
人
の
人
口
を
管
区
内
に
竜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
古
代
の
＝
葺
凱
単
勝
O
ξ
津
乃
至
中
世

の
韻
年
商
。
吋
宏
。
澤
ド
h
寵
σ
q
⑦
巨
象
露
管
区
も
、
そ
の
発
生
上
、
制
度
上
の

性
格
…
が
い
か
な
る
も
の
ぞ
あ
っ
た
に
せ
よ
、
未
黙
な
が
ら
生
活
の
多

環
節
的
秩
序
闘
た
る
頃
籠
諸
費
審
O
ζ
穿
旨
鴛
犀
鵬
O
旨
Φ
桑
弧
O
を
な
し
、

裁
判
開
催
地
は
、
裁
判
日
に
開
か
れ
た
で
あ
ろ
う
市
を
介
し
て
、
漸

次
地
域
申
心
と
し
て
発
点
し
て
行
く
べ
き
竜
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に

シ
ー
ザ
ー
や
タ
キ
ツ
ス
が
撫
溢
し
、
最
近
発
掘
の
結
果
確
証
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

小
規
模
な
、
周
壁
を
つ
け
た
町
○
℃
覧
含
影
は
、
　
か
か
る
地
域
議
了

で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
か
る
裁
判
区
制
度
が
、
中
世
荘

園
所
領
関
係
の
交
錯
に
よ
っ
て
、
多
く
の
ユ
ガ
ミ
を
受
け
た
こ
と
を

　
　
　
　
⑭

別
に
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
区
内
住
属
の
共
同
関
心
度
を
強
め
た
こ
と

も
事
実
で
あ
ろ
う
し
、
か
か
る
二
次
的
生
活
空
誉
が
、
や
が
て
一
九

世
紀
以
降
の
内
吋
。
計
や
そ
の
下
位
の
》
藁
等
の
行
政
的
ワ
ク
づ
け
を

準
備
し
て
い
っ
た
の
も
疑
い
え
な
い
。

　
鵠
三
猛
○
畦
需
。
冥
§
に
は
群
；
カ
ル
な
変
化
が
あ
り
、
諸
文
献
に

貯
影
婁
9
8
回
μ
謝
儀
凶
。
も
9
嵩
9
彰
鉱
器
》
7
質
μ
P
穿
毎
8
霊
山
）
9
駁
β
の
飯
】
黄
？

罫
諺
費
葭
詑
く
引
回
冒
塗
一
⇒
ヨ
貯
む
q
巴
μ
霧
凱
。
甑
触
ぼ
毎
臼
。
野
壷
の
名
で
記
載
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共嗣体の地理的規模（水津）

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
穿
諺
臼
。
山
は
、
ド
ゥ
！
ム
ズ
デ

hundred　tw　Iliundre・鞠磯一・平均擁数陣璽

40 80　kma lg 4

，16 136 19 4

county名

Gloucestershire

1’lerefordshire

13124814

3675945

Shropshire

Staffordshire

421125IL）Wercestershire

1幻250IOW翫rwicksh呈re

1P
・

～P
・

Leicestershire

0

1

1〈utland 2 191 19

NTorthamptonsliire戟@27 8径 12

別表1y ミ・ドランド｝・拙ナるhundredの規模（D・mesday）時代

　
　
　
　
　
　
㊥

イ
ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ー
3
で
は
そ
の
平
均
面
積
お
よ
び

そ
れ
に
含
ま
れ
る
平
均
地
名
数
は
別
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

．
地
名
の
申
に
は
隣
接
す
る
ご
ハ
三
の
集
落
が
今
日
同
一
呼
名
を
屯
つ

も
の
も
あ
る
が
、
一
応
そ
の
地
名
数
は
当
博
の
ム
ラ
9
φ
数
と
近
似

値
で
あ
っ
た
と
み
・
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。
汀
篇
益
田
伽
の
地
名
は
、
数
箇

の
ム
ラ
や
教
区
共
有
の
共
同
放
牧
揚
の
名
面
面
や
市
場
町
に
成
長
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

大
集
落
の
名
に
因
ん
だ
も
の
が
多
い
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
剛
飼
§
警
＆

は
多
数
の
村
人
が
面
識
接
触
す
る
二
次
闘
的
性
格
を
も
ち
、
そ
の
中

心
地
は
空
虚
な
中
世
農
村
群
と
う
っ
て
か
わ
っ
て
、
周
期
的
に
活
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
く
市
揚
町
回
成
長
を
も
と
げ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
申
世
に
お
け
る
市
平
圏
は
、
一
般
に
徒
歩
で
市
揚
ま
で
一
日
申
に

往
復
で
き
る
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
の
一
九
世
紀
鉄

道
建
設
以
前
の
イ
ー
ス
ト
ア
ン
ダ
リ
ア
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
⑱

市
場
南
甲
心
は
三
一
ニ
ー
六
キ
ロ
三
脚
隔
ノ
し
分
布
す
曽
ゆ
Q
　
サ
ク
ス
ト
ン
の
一

六
枇
紀
州
地
図
記
載
の
市
場
圏
は
半
径
六
・
四
キ
ロ
、
人
口
稠
密
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

帯
で
は
圏
［
の
重
複
も
生
じ
て
い
る
。
ま
た
ブ
ユ
ッ
ヒ
ァ
ー
の
推
定
で

は
、
　
一
一
二
世
紀
頃
、
ド
イ
ツ
中
世
の
三
品
町
は
総
数
ご
、
八
○
○
、

人
口
は
一
〇
〇
人
－
一
、
○
○
○
人
で
、
今
日
の
一
般
的
集
村
に
ぽ

ぼ
匹
敵
す
る
。
そ
の
市
場
圏
は
南
西
部
ぞ
九
二
一
一
二
温
平
方
キ
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ロ
、
山
回
部
。
北
一
東
部
ン
し
一
四
七
一
1
二
六
五
平
方
キ
ロ
、
都
市
発
展
の

お
そ
く
人
口
認
雪
雲
中
な
東
部
で
ご
五
山
バ
ー
一
四
ゴ
一
ご
平
方
キ
瓢
で
あ
っ

た
。
こ
の
程
度
の
ロ
ー
カ
ル
な
相
違
は
、
顕
臼
廷
角
錺
。
ぎ
蜜
σ
蔓
Φ
湊
一
〇
宮
け

の
管
区
や
　
馬
糞
⇔
臼
。
伽
の
規
模
に
竜
当
然
存
し
た
と
し
て
も
、
な
お

こ
れ
ら
諸
圏
［
の
規
模
の
類
似
性
が
堅
目
を
ひ
く
。

　
一
方
、
申
世
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
新
し
い
地
域
体
制
が
肥
土
を
お

お
っ
て
ゆ
く
。
大
司
教
所
在
地
を
大
中
心
に
、
司
教
区
・
側
付
征
区
・

高
僧
区
等
の
精
｝
神
的
地
域
が
階
層
的
に
形
成
さ
れ
、
最
下
位
の
司
祭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

区
は
、
一
応
基
礎
地
域
に
該
当
す
る
。
か
か
る
制
凌
は
す
ぞ
に
一
二

世
紀
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
次
第
に
明
ら
か
な
形
を
と
っ
て
形

成
さ
れ
た
竜
の
ぞ
あ
る
。
こ
こ
ぞ
直
接
の
問
題
に
な
る
の
は
、
諸
司

祭
区
男
夢
袋
①
群
を
直
接
包
括
す
る
高
僧
区
翻
轟
箕
δ
。
。
8
円
9
簿
（
器
恥
。
い
）

の
実
態
で
あ
る
。
高
僧
所
在
地
の
申
心
性
は
、
精
神
的
に
は
と
も
か

く
、
　
一
般
に
経
済
的
に
は
低
次
の
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
。
し
か
し

ケ
ル
ナ
ー
の
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
に
み
る

　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
眠

よ
う
に
、
そ
の
所
在
地
は
先
典
遺
物
に
と
み
、
後
期
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ

ー
朝
臨
代
の
豪
族
領
地
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
遺
物
も
患
堅
し
、

以
前
か
ら
当
地
方
の
結
節
点
と
し
て
、
近
隣
諸
村
落
と
は
異
質
的
性

格
を
も
つ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
い
ま
エ
ル
フ
ル
ト
の
マ
リ
ー
エ
ン

冨
銭
窪
副
僧
正
区
地
墨
○
○
平
方
キ
・
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
高

僧
区
面
積
は
三
分
類
さ
れ
、
最
小
八
○
…
一
七
〇
平
方
キ
・
、
中
腹

一一

ﾜ
〇
平
方
キ
ロ
、
最
大
五
一
二
〇
一
1
七
六
〇
平
方
キ
ロ
、
　
平
均
二
閲
H

三
平
方
キ
皿
と
な
る
。
さ
ら
に
副
僧
正
区
や
高
僧
区
の
薦
定
に
際
し

て
は
、
大
森
林
や
河
周
・
沼
沢
地
で
区
切
ら
れ
た
古
い
Q
酔
厳
の
境

界
が
踏
襲
さ
れ
た
場
合
の
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
キ
リ
ス
ト
教
の
地
域
紙
織
は
、
自
生
的
に
形
成
さ
れ
て

き
た
土
着
の
地
域
体
制
に
、
独
特
の
ユ
ガ
ミ
を
示
し
つ
つ
は
ま
り
こ

ん
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
太
古
以
来
、
ム
ラ
を
精
神
的
風
土
に

昇
華
し
た
異
教
的
聖
地
に
は
、
教
会
が
立
地
し
、
季
飾
的
生
活
リ
ズ

ム
に
の
っ
と
っ
た
固
・
蒋
の
宗
教
儀
礼
は
、
復
活
祭
・
聖
霊
降
誕
祭
そ

の
他
か
ず
か
ず
の
キ
リ
ス
ト
教
的
祭
典
に
す
り
か
え
ら
れ
、
や
が
て

祭
日
が
市
日
と
結
び
つ
く
。

　
か
く
て
顕
窪
己
o
H
需
。
汀
警
茜
。
誌
。
馨
管
区
や
オ
影
費
①
幽
に
せ
よ
、
中

世
市
揚
地
に
せ
よ
、
高
僧
区
に
せ
よ
、
ほ
ぼ
一
様
に
ク
リ
ス
タ
ー
ラ

ー
の
A
。
K
圏
に
相
応
す
る
空
聞
的
甦
り
を
も
っ
こ
と
が
分
る
。
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
機
能
を
も
ち
、
ロ
ー
カ
ル
な
網
違
が
あ
る
の
も
無
視

で
き
な
い
と
し
て
も
、
近
代
交
通
機
関
の
発
達
以
前
、
　
一
般
に
こ
の

程
度
の
窪
手
規
模
こ
そ
、
一
日
行
程
の
妥
当
な
行
動
範
囲
と
し
て
、
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ム
ラ
外
に
お
け
る
共
同
生
活
が
最
も
円
滑
な
機
能
を
果
し
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。
交
通
手
段
を
徒
歩
に
5
3
く
か
ぎ
り
、
こ
の
空
間
規
模
が

未
開
祉
会
の
ホ
ル
ド
や
バ
ン
ド
（
前
述
）
の
一
般
面
積
と
類
似
す
る

の
も
、
き
わ
め
て
自
然
ぞ
あ
る
。

　
七
臓
紀
、
わ
が
国
ぞ
は
国
郡
制
度
が
確
立
し
た
。
こ
れ
は
太
古
か

ら
す
で
に
自
主
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
地
域
組
織
を
、
敵
治
的
に
制

度
化
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
ム
ラ
を
包
含
す
る

上
位
組
織
は
一
応
郡
で
あ
っ
た
。
今
日
ま
で
郡
界
の
変
更
、
新
郡
の

設
立
等
が
あ
り
、
廷
麟
年
中
そ
の
数
五
五
五
、
延
喜
式
で
五
六
〇
、

倭
名
抄
で
五
九
一
一
、
拾
芥
抄
で
六
〇
五
、
明
治
二
年
六
三
一
　
（
北
海

道
の
八
六
郡
を
除
く
）
と
や
や
時
代
的
上
山
他
が
あ
る
畔
か
、
現
在
の
郡
面

積
か
ら
過
去
の
傾
向
を
推
定
し
て
も
、
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
市
町
村
合
併
ブ
ー
ム
以
払
則
、
昭
和
二
二
年
の
全
園
郡
面
積
は
、
別

表
V
の
よ
う
に
一
〇
〇
一
三
〇
〇
平
方
キ
ロ
に
全
郡
の
四
五
％
が
含

ま
れ
（
北
海
道
を
除
く
）
、
前
述
の
ヨ
ー
翼
ッ
パ
の
一
十
と
近
似
値
を

示
す
点
が
注
目
さ
れ
る
。
五
〇
〇
平
方
キ
ワ
以
上
の
大
郡
は
、
東

北
。
信
越
。
関
一
束
に
多
く
、
　
一
〇
〇
平
方
キ
ロ
以
下
の
小
郡
は
近
畿

に
多
い
。
明
治
以
前
の
諸
状
況
を
竜
反
映
す
る
日
本
地
誌
捷
要
に
よ

る
と
、
一
三
中
の
町
数
は
一
…
二
が
圧
倒
的
に
多
く
、
一
部
を
除
い
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　（明．ユ0。N本地誌提要から6．i　f±i）

て
郡
中
の
ム
ラ
数
と
町
数
の
問
に
は
別
表
W
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
町
は
市
町
村
制
施
行
前
の
町
で
、
実
質
的
な
商
業
。
交
通

の
中
心
ぞ
あ
り
、
地
域
を
結
晶
化
す
る
力
点
に
近
い
も
の
ぞ
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
郡
は
一
無
心
を
も
つ
か
ぎ
り
原
初
的
な
都
鄙

共
同
圏
的
性
格
を
具
備
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
郡
内
に
二
、
三
の
町
場

の
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
を
中
心
と
す
る
小
共
同
体
を
側
圏
と
し
て

包
含
し
、
自
ら
は
主
圏
と
な
る
こ
と
も
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現

、
積
地
区
を
歴
輿
時
代
の
、
郷
に
予
想
ぎ
、
油
，
る
が
、

的
規
模
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
藩
時
代
数
百
年
闇
、

が
政
治
・
生
活
の
二
次
圏
と
し
て
生
き
た
サ
ン
プ
ル
と
し
て
鹿
児
島

榊
か
あ
る
。
　
明
治
一
六
年
、
　
嗅
川
風
渡
辺
げ
†
一
秋
一
か
・
囚
務
陥
郷
に
禺
し
た
伺

書
に
竜
、
　
「
本
県
管
下
ノ
儀
ハ
総
テ
其
町
村
名
ノ
上
二
郷
名
ヲ
冠
ラ
シ
メ
轡

ハ
谷
出
…
那
何
村
覇
加
治
木
郷
何
村
卜
一
五
フ
カ
加
…
ク
往
古
ヨ
リ
隠
一
ヒ
干
渉
二
源
藩

鰯
ノ
頃
ハ
宮
心
心
二
国
郡
名
ヲ
称
フ
ル
事
稀
ニ
シ
テ
専
ラ
何
郷
何
村
ト
単
称

在
の
木
地
節
郎
氏

　
　
　
　
　
　
⑭

等
の
商
圏
調
査
か

ら
類
推
す
る
に
、

周
辺
僻
地
の
申
に

　
は
、
塵
接
的
に
は

　
主
圏
の
生
活
空
闇

　
に
属
さ
な
い
揚
A
口

　
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
。
鐙
、
木
、
栄
太
郎

　
氏
は
、
、
墓
門
地
域

　
の
，
上
位
単
元
と
し

　
で
、
の
社
会
関
係
堆

こ
れ
は
前
述
の
副
圏

　
　
　
　
　
　
　
郷
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シ
」
と
の
べ
て
い
る
。
藩
政
時
代
、
身
骨
に
は
屯
田
兵
式
の
郷
士
が

す
む
所
謂
麓
が
設
け
ら
れ
、
郷
士
に
よ
っ
て
地
方
行
政
が
行
わ
れ
て

　
⑳
き
た
。
押
野
昭
生
氏
の
綿
密
な
実
地
調
査
に
よ
り
、
麓
と
商
業
中
心

と
は
必
ず
し
も
隣
接
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
郷
が
人
聞
共
同

体
の
こ
次
圏
と
し
て
存
し
た
点
は
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
郡
は
単
に
行
政
上
、
経
済
上
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
面
に

お
い
て
、
ム
ラ
の
外
に
ひ
ろ
が
る
地
域
的
単
元
と
し
て
の
機
能
を
屯

つ
た
。
た
と
え
ば
婚
姻
圏
を
み
る
に
、
か
つ
て
ム
ラ
に
つ
い
ぞ
通
婚

が
額
繁
に
行
わ
れ
た
範
囲
が
、
こ
の
郡
で
あ
、
り
、
今
日
、
そ
れ
が
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
こ
え
て
県
、
さ
ら
に
県
外
に
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
σ

①
客
・
芝
。
げ
9
宅
払
い
夢
ρ
｛
醜
超
θ
・
，
多
銭
取
ρ
〉
誓
誘
餌
窪
言
一
お
夙
覧
窪

Qe

盾
m
団
巳
己
コ
q
名
罫
。
・
o
ず
紘
誘
碧
u
な
。
窯
。
蕉
㊦
．
冨
譲
Q
Q
．
一
旨
i
一
H
O
◎

②
噌
P
o
騨
皿
伊
O
O
帆
彰
聾
貯
9
一
〇
●
拙
稿
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
　
村
朋
洛
の
生
能
陥
、
史
林

　
＝
一
瓢
一
の
ゐ
ハ

③
U
亀
慈
ぎ
O
。
い
。
三
。
卸
。
恥
費
囚
H
器
σ
q
昏
§
静
卜
。
｝
円
豊
．
剛
囲
・

④
｝
．
切
包
。
。
7
　
0
δ
ヒ
啓
蒙
α
節
①
「
§
σ
q
飾
．
び
q
「
ぼ
。
三
・
・
。
マ
a
一
〕
首
。
7
曾
　
芝
簿
・

　
一
〇
〇
Q
◎
①
も
e
■
q
O
8
山
O
O

⑤
拙
稿
、
・
ゲ
ル
マ
ン
古
代
の
地
理
学
的
諸
相
、
人
地
煙
の
二
。
古
代
．
中

　
世
の
作
野
共
醐
↑
体
を
、
O
p
瓢
（
勺
p
σ
q
島
）
や
マ
ル
ク
共
同
体
の
範
膿
［
と
漠
齢
倫

　
と
岡
一
視
す
る
説
明
が
多
い
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
O
碧
の
広

　
大
さ
か
ら
考
え
て
不
可
能
で
あ
る
。

⑥
遍
」
ρ
力
蕊
器
ご
冨
対
置
μ
嵐
。
象
。
＜
巳
囲
り
。
℃
三
馨
圏
つ
費
口
鍛
O
Q
マ
O
o
O
O
Q

⑦
一
）
o
彰
。
箆
超
弱
o
o
押
は
全
纂
落
人
簿
は
卜
し
て
い
な
い
。
ズ
農
器
ご
び
罷
．

ワ
。
。
ご

③
跨
・
撃
ご
き
写
｛
三
瓢
湾
酬
図
窪
一
7
．
⑦
o
露
毎
乙
δ
ヨ
解
9
＄
拶
8
茸
℃
読
O
c
O
久

保
。
感
量
鼓
訳
、
　
フ
ラ
ン
ク
法
と
ロ
馨
マ
法
、
　
二
九
百
ハ
以
下
・
。

⑨
1
＜
・
Ω
三
簿
p
ぽ
び
U
累
O
歪
乙
び
q
o
械
【
鐸
●

⑩
○
・
Q
。
。
芭
鐸
①
へ
”
Q
っ
3
黛
こ
●
H
H
8
℃
切
切
。
註
①
×
節
§
舞
こ
ぎ
囲
r
＞
ぎ
7

言
ヨ
巴
白
”
創
ρ
H
り
一
ト
Q

⑭
た
と
え
ば
、
フ
ン
デ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
｛
果
フ
ラ
ン
ク
。
ラ
イ
ン
フ
ラ
ン

　
ク
・
　
ヘ
　
ッ
セ
等
で
は
、
　
山
甲
枇
、
　
読
凱
判
取
お
ト
“
び
　
一
部
は
マ
ル
ク
瀧
ハ
同
体
ち
と

　
し
て
維
持
さ
れ
た
が
、
下
ラ
イ
ン
で
は
消
失
し
、
そ
の
名
臣
2
累
。
プ
p
津
は
、

古
い
フ
ン
デ
ル
シ
ャ
フ
ト
マ
ル
ク
共
周
体
の
分
劇
さ
れ
た
小
村
域
に
転
じ

　
た
。
モ
：
ゼ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
中
世
後
纐
加
、
古
エ
米
の
裁
謂
判
区
と
し
て
で
は

　
な
く
、
単
に
一
、
二
の
村
落
を
包
括
す
る
竜
の
に
す
ぼ
な
く
な
っ
た
。
し

　
か
し
一
方
、
ザ
ク
セ
ン
の
O
。
い
。
ぎ
其
箇
翻
。
壱
）
や
フ
リ
ー
セ
ン
の
。
。
。
ぎ
・

　
マ
O
目
び
O
N
搾
押
（
創
0
1
一
）
は
、
轟
偉
い
フ
ン
デ
ル
シ
ャ
7
ト
虻
ハ
㍑
四
体
を
そ
の
ま
ま

　
継
承
す
る
竜
の
で
あ
る
。
も
陰
・
カ
け
匿
。
プ
Φ
ご
　
寓
錫
郎
自
。
羨
。
プ
鑑
ぴ
卵
　
頃
o
o
℃
コ
。

　
男
の
9
＝
o
困
欝
。
β
鼻
　
U
償
0
7
・
｝
岸
①
ユ
溢
諺
埠
彊
昌
鳥
①
・
　
お
日
ト
つ
。
陰
・
U
刈
卜
p
l
Q
o
に
よ

　
る
。
な
お
最
近
、
　
出
●
U
μ
口
昌
〇
一
）
P
二
①
び
麟
嘔
⇒
創
O
再
蓉
7
紘
峠
”
　
O
O
艮
O
昌
ρ
嘗
冨
餌

　
溝
2
艮
瀞
「
ご
凄
厨
び
｝
9
7
門
げ
鄭
。
ゴ
●
一
①
幽
Φ
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
フ
ン
デ
ル

　
シ
ヤ
フ
ト
は
、
古
代
の
そ
れ
を
直
穂
俵
的
に
は
継
承
し
な
い
駕
制
し
い
形
成
物

　
と
み
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鵠
●
≧
犀
陣
9
伊
じ
窪
裳
。
プ
ゆ
カ
Φ
o
読
響
窪
9
7

　
鮎
申
言
℃
一
の
α
悼
”
四
幅
亀
み
U
．
糎
点
訳
、
1
3
イ
ツ
法
制
史
概
説
、
九
八
頁
・
参
照
の
こ

　
と
Q
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＠
罫
（
け
H
㌶
ユ
受
琶
二
二
■
｝
w
●
日
、
窪
。
許
ρ
、
ぎ
σ
§
垂
“
選
象
轟
碧
）
ξ

c
暁
ソ
瞭
黛
§
q
図
解
ぎ
ρ
斜
．
O
ヨ
巴
三
農
。
｝
8
み

⑰
ダ
u
．
聾
§
壱
”
口
、
冨
｝
達
藻
甥
芭
3
矧
」
。
巳
§
む
。
。
ω
掌
q
巳

⑭
　
ド
ゥ
ー
ム
ズ
デ
イ
時
代
に
は
、
ぎ
き
（
マ
。
幽
の
中
に
は
地
域
的
ま
と
ま
り

　
を
な
さ
ず
、
一
部
散
製
す
る
竜
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
初
・
地
域
的
統
一

　
体
と
し
て
禺
発
し
た
も
の
が
、
時
代
の
経
過
と
と
竜
に
、
中
心
勢
力
と
し
て

　
の
寺
院
、
そ
の
他
の
地
山
が
豪
並
妖
の
一
戯
大
化
に
よ
”
、
僧
他
の
ぴ
葺
μ
採
掘
“
に
電
所
…

　
領
を
か
く
得
し
て
自
己
の
び
察
創
話
臼
に
．
併
合
し
、
　
プ
雪
（
犀
¢
q
霞
体
は
所

　
領
闘
係
の
空
間
的
反
映
と
な
る
。
わ
が
国
中
世
の
私
郡
と
対
比
で
遺
る
。

⑮
弟
・
罫
蛍
。
ζ
嶺
。
p
Ω
ぐ
労
。
σ
q
剛
§
p
民
舛
£
【
8
p
ま
諺
」
④
q
ト
り
一
）
・
“
G
。

晶
剛
後
。
宙
Ψ
揚
に
嚇
し
て
は
、
ン
角
ρ
昏
算
燐
　
ρ
爵
自
ツ
幽
錠
7
粟
〉
【
o
屋
亀
田
μ
甘

き
触
5
ぱ
8
伽
0
8
σ
q
「
．
お
Q
。
ら
参
一
照
の
こ
と
。

⑯
響
g
g
ぎ
含
受
書
高
く
。
H
録
§
二
塁
●
ノ
≦
穿
。
｛
『
℃
」
ご
り
…
賦
．

⑬
こ
こ
で
忌
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
場
含
、
昏
集
落

く
凶
瓢
が
教
会
を
も
つ
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
貧
弱
な
地
域
に
お
い
て
は
、

　
数
集
落
に
一
教
会
、
が
設
立
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
ま
た
藤
園
関
係
に
影
騨
さ

　
れ
て
、
教
区
が
異
常
化
し
た
揚
含
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
的

　
に
は
教
区
は
秩
序
あ
る
統
一
体
を
な
し
、
肥
沃
な
漸
縮
で
は
教
区
が
小
さ

　
く
、
土
地
が
や
せ
て
い
る
撫
出
棺
は
大
き
く
、
か
つ
勤
…
区
の
形
が
細
長
か
つ

　
た
り
、
不
規
則
な
三
舎
は
、
土
地
の
性
質
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
水
の
供
給
点

　
が
一
ヵ
所
に
か
た
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
教
区
は

　
中
世
的
魯
叢
礎
地
域
と
し
て
の
株
圃
絡
を
も
つ
て
い
る
。
　
剛
㌔
■
H
）
●
零
丁
ヨ
亨
、
一
．
7
①

　
H
・
§
餌
O
h
運
謬
”
ぎ
℃
D
ご
ミ
蕊
．

⑱
　
搾
碁
）
窪
藁
匂
霊
。
岩
卿
汽
。
｝
忌
。
ぎ
く
。
二
薫
ξ
朔
一
説
㈹
蕾
＾
響
＝
無
才
三
鳥
ζ
？

段
晒
。
義
勇
曾
営
回
㌶
【
犀
。
巨
お
隅
瓢
幽
門
腕
ぼ
。
＞
奮
！
く
。
門
ぎ
護
盆
「
象
o
C
o
い
。
剛
戸
こ
二
。

臼
門
錦
巳
ε
ユ
彗
蜜
。
『
F
搾
一
》
0
3
『
彰
重
三
0
8
σ
q
5
窯
μ
零
．
¢
辞
お
黛

⑩
木
地
飾
郎
、
農
村
地
域
の
購
売
食
篭
と
そ
の
小
売
商
圏
、
同
志
社
商
学

七
の
二

⑳
晃
玉
幸
多
、
近
世
農
村
社
会
の
研
究
、
四
四
一
頁
以
下
。

⑳
婚
姻
圏
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
し
た
。
鈴
木
栄

　
太
郎
、
農
村
に
お
け
る
通
婚
地
域
に
つ
い
て
、
祉
会
学
第
三
輯
。
小
山

　
隆
、
、
村
落
に
お
嫉
み
婚
姻
と
家
系
の
潤
査
、
社
会
学
第
一
「
輯
。
瀬
川
清
子
、

　
関
東
地
方
の
郷
村
に
於
け
る
婚
域
と
夫
婦
の
年
齢
差
に
つ
い
て
、
社
会
学

第
四
輯
。
岩
欝
慶
泊
、
家
族
と
村
落
構
成
の
変
化
過
程
、
人
丈
研
究
三
の

　
四
。
園
臼
武
・
森
藤
勝
、
村
落
通
婚
圏
に
関
す
る
諸
問
題
、
地
評
一
九
の

　
八
、
　
一
九
の
一
一
。
由
本
登
、
由
村
共
同
の
封
建
性
・
平
筆
性
、
祉
評
一
評

出
本
登
、
通
婚
関
係
よ
刀
見
た
る
山
村
共
同
体
の
封
鎖
性
と
平
等
性
、
社

評
三
。

五
　
ク
ニ
の
固
成

　
し
か
し
地
域
や
地
域
中
心
は
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し

．
ろ
「
地
域
と
地
域
中
心
間
に
は
休
み
な
い
根
互
作
紹
が
成
立
し
、
至
心
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

位
鷺
と
鷲
義
を
か
え
、
闇
［
定
し
た
自
然
約
所
与
に
適
合
し
、
」
「
申
心
地
と

地
域
間
に
平
．
衡
O
姦
畠
鴨
急
。
寡
が
訪
れ
た
と
き
、
つ
い
に
あ
る
休
止
が

生
つ
る
。
、
こ
こ
か
ら
歴
輿
的
中
・
’
9
地
を
も
つ
歴
史
的
地
域
三
馨
辞
9
窪

ひ
§
臼
昏
p
津
①
謬
が
成
立
す
る
。
・
甲
心
と
地
域
は
か
た
く
か
ら
み
あ
っ
た
機
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問俸の地理的規模（水津）

能
統
一
体
凄
歪
面
ご
蕊
魯
渉
。
幽
帥
で
あ
り
、
中
心
の
崩
壊
・
戊
長
・
衰
退
ま
た

は
繁
栄
は
、
地
域
の
形
威
や
生
成
に
作
嗣
し
、
ま
た
地
域
の
縮
少
。
拡
大
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

貧
困
化
・
固
定
化
は
、
中
心
の
大
き
さ
、
カ
に
影
響
す
る
。
」
　
一
彰
裁
話
自

が
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
を
最
後
に
消
滅
し
、
後
述
す
る
8
毒
墜
が
前
景
に
あ

ら
わ
れ
た
の
も
、
鄭
が
時
代
と
と
も
に
増
加
し
、
や
が
て
そ
の
機
能
を
失

っ
た
の
も
、
か
か
る
力
学
と
無
関
係
で
は
な
い
。

　
古
代
ゲ
ル
マ
ン
に
お
け
る
生
活
空
闇
の
上
限
は
、
民
会
疑
話
“
霧
－

験
。
簿
窪
筏
。
を
構
成
す
る
。
三
霧
の
テ
リ
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
。
紀

元
初
期
、
包
≦
鋒
の
人
q
は
、
平
均
約
一
五
、
○
○
○
人
一
二
〇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

○
0
0
人
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
。
ぞ
鍵
統
の
分
解
・
離
ム
ロ

が
行
わ
れ
A
フ
ラ
ン
ク
王
国
涛
。
ぴ
q
芦
戸
旨
局
養
＃
o
（
）
塊
鐸
ヨ
は
じ
め
多
く

の
種
族
国
家
O
Q
9
琶
ヨ
も
・
餐
暮
。
箒
が
誕
生
す
る
。
二
こ
に
ク
娼
の
原
初

形
態
が
う
か
び
上
っ
て
く
る
。

　
こ
の
ク
ニ
を
祖
型
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
大
公
国
・
瓢
。
旨
。
σ
q
a
で

§
。
。
鼠
。
β
が
群
聾
し
、
さ
ら
に
自
然
酌
単
元
や
、
○
華
於
。
ぎ
紫
大
司

教
匿
等
に
ワ
ク
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
歴
皮
酌
力
巌
子
…
関
係
の
中
か
ら
所

謂
寓
も
。
ε
叫
討
○
プ
Φ
℃
δ
く
営
N
が
修
理
固
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
家

屋
形
態
・
建
築
様
式
・
伝
説
・
習
俗
等
の
歴
史
的
類
似
性
、
共
北
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

識
等
に
根
ざ
し
た
文
化
共
同
体
を
構
成
す
る
。
た
と
え
ば
、

バ
ヴ
ァ
リ
ア
は
、
一
八
一
五
年
、
二
つ
の
司
教
区
を
瀦
え
た
外
は
、
罎
地

山
力
〃
旧
管
晶
厩
を
崖
M
つ
た
し
、
オ
ー
デ
ソ
ヴ
ァ
ル
ト
や
ス
ペ
サ
ル
ト
西
部
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
周
辺
の
ラ
イ
ン
平
原
北
端
は
、
一
八
一
一
年
、
五
つ
の
政
治
単

元
の
出
現
を
み
た
が
、
．
祉
会
・
文
化
的
に
は
マ
イ
ソ
川
の
舟
航
を
介
し
て
、

ヘ
ッ
セ
ン
・
ナ
サ
ウ
な
る
結
晶
…
体
を
共
有
し
、
フ
ラ
ン
コ
ニ
ア
公
国
の
心
臓

部
を
維
持
し
つ
づ
け
た
。
古
き
ア
レ
マ
．
ン
族
の
テ
リ
ト
リ
ー
た
る
ス
ワ
ビ

ア
は
、
紛
糾
と
分
裂
の
申
世
を
へ
て
、
な
お
文
化
共
同
体
は
解
体
し
な
か

っ
た
。
た
だ
一
八
轡
五
年
、
ア
ル
ザ
ス
・
バ
ー
ゲ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ペ
ル
ク
・

ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
に
政
治
的
に
区
蜘
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
た
古
い
起
源
に
由

来
す
る
も
の
で
、
フ
ラ
ン
コ
ニ
ア
ジ
ュ
ラ
・
黒
森
・
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
の
諸
山
脈

に
ワ
ク
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
中
部
ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら

北
回
す
る
交
通
路
に
核
心
を
も
つ
ヘ
ジ
セ
が
あ
る
し
、
チ
ュ
1
リ
ン
デ
ン

は
、
エ
ル
フ
ト
を
中
心
と
し
て
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
森
と
ハ
ル
ツ
由
［
脈
に
縁

ど
ら
れ
、
木
工
や
鍛
治
に
工
匠
的
伝
続
を
も
つ
森
林
丈
化
圏
を
形
成
し
て
、

一
九
二
〇
年
ま
で
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
国
に
結
酷
し
た
。
中
部
エ
ル
ベ
盆

地
の
諸
政
治
単
元
は
、
マ
グ
デ
ブ
ル
グ
を
力
点
と
し
て
、
鉱
物
の
山
脈
エ

ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ゲ
に
経
済
的
繁
栄
の
基
礎
を
確
保
し
た
サ
ク
ソ
ニ
ー
の
国
に

結
集
し
た
。
　
北
部
平
原
で
は
、
サ
ク
ソ
ニ
ー
公
国
の
古
い
南
限
が
、
　
一

七
九
〇
年
の
地
図
に
な
お
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
線
こ
そ
低
ド
イ
ツ
語
ピ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
入
種
下
お
よ
び
北
方
文
化
の
南
限
で
も
あ
る
。
低
サ
ク
ソ

109　（545）



ニ
ー
は
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
と
西
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
と

と
も
に
一
つ
の
お
国
風
を
も
ち
、
そ
の
西
の
ウ
孤
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
と
は
、

そ
の
宗
教
に
お
い
て
、
そ
の
集
落
型
、
伝
統
に
お
い
て
、
は
っ
き
り
と
区

崩
さ
れ
る
。
ま
た
早
く
か
ら
古
代
ロ
ー
マ
文
化
の
影
鞭
を
う
け
、
ラ
イ
ン

川
を
軸
と
し
て
凝
集
し
た
ラ
イ
ン
地
方
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア

が
独
自
の
地
域
性
を
も
つ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
れ
ら
諸
単
元
の
平
均
画
積
は
ほ
ぼ
ご
五
、
○
○
○
平
方
キ
ロ

ぞ
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
こ
れ
ら
は
国
家
共
岡
三
の
原
初
形
態
で
あ

り
、
ビ
髪
益
の
正
休
で
あ
る
。
　
「
景
観
し
の
由
来
は
遠
く
、
じ
彰
曾
－

o
冨
諏
は
本
来
こ
れ
ら
の
ク
論
の
休
制
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
各
ク
ユ
の
力
点
と
し
て
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
。
ケ
ル
ン
・
ト
リ
エ

；
ル
。
マ
イ
ン
ツ
。
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
・
ハ
ン
ベ
ル
グ
。
ア
ウ
グ
ス

ブ
ル
グ
・
パ
サ
ウ
・
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
等
の
成
長
を

み
る
。
近
批
の
ト
貯
乙
。
幌
群
も
、
原
則
酌
に
は
こ
の
共
同
体
を
母
触

と
し
、
さ
ら
に
他
を
併
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し
た
も
の
が
多

い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
今
日
で
も
行
政
区
画
の
強
力
な
祖
型
と
し

　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
残
存
し
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
ぞ
は
、
古
代
罫
ー
マ
の
属
O
く
貯
8
制
度
が
、
永
く
余

命
を
保
ち
、
こ
れ
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
夕
鷲
O
＜
貯
8
、
歴
輿

的
に
い
い
古
さ
れ
た
国
名
回
さ
巴
の
創
。
鷲
遂
が
古
い
個
性
℃
曙
凱
年

aq

盾
ﾆ
伝
統
を
も
つ
て
形
成
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
油
国
を
ひ
く
の

は
鷲
。
＜
営
o
o
の
平
均
面
積
が
ド
イ
ツ
の
ピ
凱
ε
ほ
蓉
7
①
男
困
。
＜
貯
醗

に
近
似
す
る
コ
一
、
○
○
○
平
方
キ
ニ
ぞ
あ
る
こ
と
ぞ
あ
る
。
そ
の

下
位
の
。
ぞ
貯
纂
霧
は
二
四
、
五
〇
〇
平
方
キ
ロ
で
、
ド
イ
ツ
の

O
ひ
象
よ
り
や
や
大
き
い
規
模
を
も
つ
。
し
か
も
団
ε
〈
営
o
o
が
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
も
、
近
代
的
行
政
区
画
山
塞
㌶
け
導
。
簿
に
対
立

し
、
反
バ
ク
し
た
と
こ
ろ
に
、
歴
史
的
な
ク
ニ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
証

　
　
　
⑤

明
さ
れ
る
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
芽
影
伽
容
山
の
上
位
地
域
は
o
o
葺
二
団
ぞ
あ

る
。
こ
れ
　
は
本
・
W
木
、
小
王
藁
囲
ケ
ン
ト
・
南
…
サ
ク
ソ
ン
。
申
サ
ク
ソ
ン
・

イ
ー
ス
ト
ア
ン
ダ
リ
ア
等
の
領
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
湿
…
潤
カ
シ

林
で
お
お
わ
れ
て
い
た
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
土
地
占
居
が
進
み
、
一
〇

世
紀
に
は
、
全
土
に
わ
た
っ
て
8
毒
信
が
大
王
国
下
位
の
伯
領
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
て
、
中
心
集
落
名
を
8
φ
艮
）
・
名
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後

こ
れ
は
、
常
に
パ
ロ
キ
ア
ル
な
案
ハ
在
と
し
て
、
中
央
集
権
的
な
力

に
抗
し
て
一
九
批
紀
に
至
っ
た
。
現
在
の
地
方
自
治
区
と
し
て
の

8
竃
詳
団
は
平
均
二
四
〇
〇
平
方
キ
翼
ぞ
か
な
り
縮
少
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
か
し
フ
ォ
；
セ
ッ
ト
の
研
究
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
讐
馨
O
昌
。
。
0
7
0
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共同体の地理的規幾（水津）

駝
尻
〇
三
養
に
対
応
す
る
地
域
と
し
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ぞ
は
、
ロ

ン
ド
ン
・
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
。
ノ
ー
ウ
ィ
ッ
チ
・
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
。

ブ
リ
ス
ト
ル
。
プ
リ
マ
ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
ノ
テ
ィ
ン
ガ
ム
・
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
；
・
り
ー
ズ
。
　
（
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
）
・
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
地
域
申
継
と
す
る
一
一
乃
至
＝
一
の
一
二
。
〈
貯
o
o
が
設
定
さ
れ
る
。

こ
の
州
面
積
は
、
コ
一
、
○
○
○
一
一
四
、
○
○
○
平
方
キ
ロ
前
後

で
、
　
四
」
六
の
　
o
o
戸
面
繋
団
わ
㌫
包
・
曾
す
る
規
模
を
も
山
り
、
　
ド
イ
ツ
。
フ

ラ
ン
ス
と
の
規
模
の
対
応
関
係
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　
日
本
に
お
け
る
郡
の
上
位
単
位
は
国
で
あ
る
。
そ
の
宙
来
は
古

く
、
典
型
的
な
文
化
共
同
体
と
し
て
、
久
し
く
固
有
の
「
お
国
風
」

ご
彰
畠
。
夢
話
を
も
つ
た
。
勿
論
部
分
的
な
区
画
変
化
が
あ
り
、
和
銅

六
年
備
…
前
の
六
郡
を
割
っ
て
美
作
を
お
き
、
弘
仁
一
四
年
越
前
の
二

郡
を
割
き
加
賀
を
建
て
、
明
治
元
年
陸
奥
を
分
け
て
盤
景
・
岩
代
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

睦
前
・
陸
中
を
新
設
し
た
ご
と
き
事
例
が
あ
り
、
国
府
か
ら
城
下
町

や
交
通
都
市
へ
と
、
地
域
中
心
の
分
化
を
も
み
た
に
か
か
わ
ら
ず
、

大
局
的
に
は
自
然
的
に
ワ
ク
づ
け
ら
れ
た
境
界
に
固
着
し
な
が
ら
明

治
に
及
ん
だ
。
中
轍
の
藩
領
体
制
屯
、
明
治
以
後
の
府
県
制
度
も
、

こ
の
ワ
ク
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
平
均
面
積
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
◎
窪
碁
ぐ
や
フ
ラ
ン
ス
の
O
山
鼠
蜜
8
。
。
に
対
応
す
る
三
二
七
一
平

方
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
所
謂
岡
μ
常
ε
鼠
8
｝
6
憶
吐
。
＜
営
喉
に
対
応
す
る
も
の

は
、
藩
領
等
の
影
響
で
こ
れ
よ
り
可
成
b
・
拡
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
溺
の
機
会
に
分
析
し
て
み
た
い
）

　
以
上
所
謂
三
二
○
肩
営
9
Φ
博
O
〈
ぎ
N
な
る
屯
の
ー
ー
－
地
域
共
間
体

の
上
限
一
i
一
は
、
μ
ー
カ
ル
な
ち
が
い
を
無
税
し
て
定
量
化
の
立
揚

を
と
る
か
ぎ
り
、
驚
く
べ
き
近
似
値
を
示
す
こ
と
を
否
定
し
え
な
い

し
、
そ
の
下
位
に
あ
る
Q
強
陣
、
’
鉱
該
欝
器
の
、
0
9
琶
け
団
、
国
学
も
ほ
ぼ

同
じ
ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
下
位
組
織
は
、
生

濡
圏
が
グ
ン
か
ら
ク
ニ
に
拡
大
す
る
中
聞
規
模
を
投
影
す
る
も
の
ぞ

あ
ろ
う
。

　
ひ
と
は
ま
ず
、
ム
ラ
で
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
培
い
、
二
次
的
地
域

ぞ
一
定
の
行
動
類
型
を
体
得
し
、
つ
ぎ
に
ク
ユ
に
お
い
て
「
お
国

風
」
に
そ
ま
る
。
か
つ
て
厚
い
ム
ラ
の
外
壁
を
ほ
と
ん
ど
禺
ず
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
な
ま
れ
た
共
同
体
は
、
所
謂
一
）
窪
o
o
享
二
む
。
夢
σ
q
o
O
〔
9
戸
＃
霞
。
を

な
し
、
多
環
節
地
域
は
漠
然
と
し
た
識
域
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
多
環
節
地
域
が
生
活
空
聞
に
く
り
こ
ま
れ
、

小
地
域
中
心
の
群
立
・
階
層
化
を
生
じ
、
そ
の
力
学
関
係
の
中
か

ら
、
ク
轟
が
そ
の
．
識
域
と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
。
こ
こ
ぞ
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

て
、
｝
遥
○
く
貯
鼠
鎚
。
こ
ぎ
霧
。
の
緒
口
が
み
轟
さ
れ
る
。
か
か
る
地
域
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共
同
体
の
進
化
が
、
封
建
的
所
領
関
係
に
よ
っ
て
、
大
か
れ
少
な
か

れ
制
約
を
う
け
た
の
を
無
視
し
え
な
い
が
、
か
か
る
進
化
に
密
着
ぞ

き
な
か
っ
た
封
建
体
制
自
体
、
や
が
て
壊
滅
し
な
け
れ
ば
“
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
屯
事
実
で
あ
る
。
か
く
て
ク
ニ
相
互
に
平
衡
が
生
じ
、
民

族
地
域
が
共
同
体
の
生
活
背
景
に
ひ
き
入
れ
ら
れ
て
く
る
。
即
ち
、

地
域
共
同
体
は
、
少
く
と
竜
後
述
す
る
国
家
規
模
X
群
に
限
定
す
る

か
ぎ
り
、
ム
ラ
の
数
平
方
キ
ロ
か
ら
グ
ン
の
…
一
汁
平
方
キ
ロ
へ
、
つ

ぎ
に
ク
ニ
の
廷
臣
平
方
キ
・
へ
と
拡
大
し
、
さ
ら
に
国
家
共
同
体

（
後
述
）
に
お
い
て
数
十
万
平
方
キ
ロ
に
統
合
さ
れ
る
。
ま
た
か
か

る
進
化
に
即
し
て
、
ム
ラ
。
グ
ン
・
ク
ニ
自
体
に
顕
著
な
生
理
変
化

　
　
　
⑫

が
起
る
が
、
こ
れ
は
当
面
の
問
題
で
は
な
い
。

①
②
芝
・
Ω
構
い
浄
註
9
d
p
い
9
彗
綾
①
「
翻
峠
・
c
α
・
q
…
O

　
③
拙
稿
、
晶
剛
掲
人
…
堀
三
の
ユ
。
o
臥
竜
p
い
は
、
た
し
か
に
練
胆
粋
な
困
う
切
◎
σ
q
o
】
亭

　
。
ぎ
象
で
は
な
く
、
入
的
団
体
ぶ
。
岸
茜
の
影
。
ぎ
曾
と
し
て
の
性
格
を
二
つ

　
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
周
り
を
荒
燕
…
地
帯
に
と
り
か
こ
ま
れ
た
一
定
の

　
テ
リ
ト
リ
ー
を
も
つ
た
の
も
事
実
で
あ
労
、
そ
の
内
部
は
、
地
縁
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
の
つ
よ
い
　
Ω
跳
輝
に
数
区
分
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
O
p
口
自
体
が
酋
長

　
一
）
臨
捧
。
首
。
い
ま
た
は
王
O
勲
包
《
α
臣
護
を
も
つ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
o
幽
く
津
p
い
．
の

　
成
立
縦
軸
剛
に
、
Ω
p
詔
を
生
活
空
聞
の
上
限
と
し
た
地
域
体
制
が
存
し
た
こ

　
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ρ
叢
と
い
う
言
葉
は
い
ま
で
も
シ
ュ
ワ
ァ
ー
ペ
ン
、

　
ス
イ
ス
、
バ
イ
エ
ル
ン
等
で
は
用
い
ら
れ
て
お
り
、
シ
ュ
ワ
ァ
ー
ペ
ン
で

　
は
「
河
水
の
貫
流
す
る
森
林
の
す
く
な
い
と
こ
ろ
」
の
意
味
を
も
つ
。

幹
拶
酬
。
疏
。
ぎ
ご
O
碧
糊
旨
回
圃
○
っ
嶺
拶
o
p
＝
貫
難
呂
回
”
睡
．
り
。
．
誌
“
一
誌
α

④
猛
」
絶
U
包
島
繧
。
ジ
濯
、
ぎ
H
7
．
①
職
。
諺
鼠
○
臼
ヨ
葺
）
・
．
勺
．
o
o
悼
以
下
Q
な

　
お
、
大
公
扇
の
地
理
的
慕
礎
に
つ
い
て
は
、
翼
．
℃
o
讐
乙
u
。
℃
｝
づ
鵠
解
ε
臨
o
a

　
P
昌
q
憎
O
江
諏
。
巳
O
o
O
㈹
旨
℃
プ
累
O
団
国
β
3
℃
O
甲
℃
辱
ご
悼
を
滲
照
の
こ
と
。

⑤
♂
＜
噸
Ω
三
。
・
ぎ
ご
。
び
苧
雛
．
り
a
．
¢
O
で
は
、
や
や
異
な
っ
た
区
分
に
よ
η
平
均

約
一
二
、
○
○
○
平
方
キ
・
と
な
る
。

⑥
芝
．
O
」
ゴ
3
＞
凝
甲
囲
鼓
鼠
。
巳
（
富
つ
σ
q
「
p
H
）
ξ
。
剛
劉
舞
。
唱
ρ
ワ
］
］
恥
。
宮

本
・
又
次
、
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
加
概
説
、
六
頁
。
飾
①
勺
P
添
ヨ
〇
三
と
の
関
係
に
つ
い

　
て
は
、
O
・
＜
巳
詳
ロ
き
び
＄
駿
℃
マ
P
け
團
9
μ
話
讐
O
昌
巳
雨
霧
簿
言
α
窺
Φ
O
讐
P
導
師
ρ

窯
①
§
お
紆
宰
碧
β
H
藁
。
博
G
◎
（
大
野
俊
一
訳
ク
ゥ
ル
テ
ィ
ウ
ス
、
フ
ラ

　
ン
ス
文
化
論
｝
　
昭
、
　
一
七
に
よ
る
）
に
岬
詳
し
い
。

⑦
い
ご
・
O
Q
容
ヨ
℃
」
記
9
マ
9
悼
一
○
。

⑧
Ω
》
類
場
8
3
繋
6
勺
8
〈
げ
呂
＄
。
陰
雲
屯
三
斜
δ
お
．
。
汽
裳
9
三
審

旧
》
一
く
一
巴
O
買
の
O
｛
国
謬
σ
q
一
§
P
O
①
O
σ
q
5
一
三
。
一
り
一
翼
。
シ
山
フ
ィ
ー
ル
ド
州
は

非
常
に
小
さ
く
、
し
た
が
っ
て
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
州
に
加
え
、
バ
ー
ミ
ン
ガ

　
ム
と
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
問
の
境
界
を
や
や
水
牽
更
す
る
と
、
　
一
一
区
分
と
な

　
る
。

⑨
焦
熱
東
伍
、
大
豊
本
地
名
辞
典
の
国
名
解
説
に
よ
る
。

⑩
⑪
O
」
｝
≦
碁
㊦
p
邑
ρ
酵
拶
。
鑓
μ
。
び
頴
ε
舞
戸
0
8
σ
q
養
勺
7
団
L
匿
G
。
．

℃
．
α
q
q
生
活
塞
嵩
間
の
狭
小
性
・
封
鎖
性
は
、
そ
こ
に
す
む
墨
画
依
　
成
潟
以
の

地
理
的
視
圏
の
狭
小
性
・
主
観
性
を
生
む
。
例
え
ば
、
織
田
武
雄
、
中
世

　
の
世
界
図
に
つ
い
て
、
史
林
三
三
の
四
を
み
よ
。
・
禾
開
人
の
地
理
像
が
、

ε
ε
彰
同
。
酔
。
カ
。
㈹
「
p
℃
ゴ
団
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ll　2　（5　Ll：　）



典同．体の地狸的親綻（水津）

拙
稿
、
未
蹴
人
の
地
製
、
日
本
典
研
究
七
に
紹
介
し
た
。

繍
曜
　
ム
ラ
に
つ
い
て
は
、
人
闇
雌
ハ
阿
体
　
の
側
潤
に
3
3
け
る
古
代
の
Q
臼
剛
℃
℃
①
σ
q
の
ヨ
午

ヲ
鴇
ン
ρ
津
か
ら
中
世
の
罰
巴
＾
茜
①
ヨ
㊦
ぎ
蓉
酬
多
津
へ
の
移
行
一
、
近
世
に
趣
け
る

Ω
O
り
陰
O
＝
。
a
o
プ
9
津
　
の
成
立
等
が
、
　
一
応
考
え
ら
れ
る
。
地
域
論
の
翻
門
か
ら
い

え
ば
、
低
環
節
地
域
が
多
環
鋒
地
域
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
度
合
で
融
解
す
る
「

と
い
う
現
隷
が
生
れ
る
。

六
　
国
家
共
三
体
の
規
模

　
近
世
以
前
の
ク
ニ
群
が
吸
合
さ
れ
、
背
景
と
し
て
の
民
族
地
域
が

民
族
国
家
、
　
「
拡
大
さ
れ
た
ク
ニ
」
と
し
て
成
熱
す
る
の
は
、
近
世

以
降
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
民
族
地
域
の

大
地
域
中
心
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
・
ベ
ル
リ
ン
。
東
京
等
の
・
本

格
的
発
展
が
は
じ
ま
る
。
後
進
地
域
で
は
、
ク
リ
ス
タ
ー
ラ
ー
的
階

層
組
織
の
一
、
般
化
が
み
ら
れ
る
一
方
、
先
進
地
域
で
は
、
こ
の
階
層

組
織
な
ふ
み
・
こ
え
て
、
新
…
し
い
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
リ
ア
の
形
成
ど

　
　
　
　
　
　
　
①

膨
脹
を
み
る
に
至
る
。

　
人
目
と
面
痩
の
両
面
か
ら
、
世
界
諸
国
は
別
表
皿
の
よ
う
に
、
七

三
に
大
別
さ
れ
る
。
X
群
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・

日
本
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
等
、
い
ち
早
く
近
代
国
家
体
制
を
つ
く
っ
た

国
家
で
、
前
述
し
た
地
域
組
織
の
進
化
段
階
を
か
け
の
ぼ
り
、
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
跳
ア
の
形
成
・
も
す
す
ん
で
い
る
。
鯉
八
世
紀
茄
佼
半
か

ら
一
一
〇
世
紀
初
頭
の
世
界
は
、
こ
の
国
家
群
に
よ
つ
て
指
導
さ
れ

た
。
W
群
は
、
米
国
・
ソ
違
・
中
国
・
イ
ン
ド
ぞ
、
ご
○
世
紀
、
と

く
に
第
ご
難
詰
戦
後
、
■
群
に
か
わ
っ
て
批
界
に
そ
れ
ぞ
れ
理
想
を

か
か
げ
て
拾
頭
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
国
家
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
阪
群

に
比
し
て
卓
絶
し
た
面
積
と
人
q
を
も
つ
。
1
群
は
東
ヨ
ー
μ
ッ
パ

諸
国
の
大
半
と
西
ヨ
ー
μ
ッ
パ
の
中
堅
国
家
、
お
よ
び
か
つ
て
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
植
母
地
や
保
護
国
で
、
い
ず
れ
も
従
来
X
群
に
対
し
て

後
進
的
従
属
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
面
積
二
〇
、
○
○
○
一
二
〇
〇
、

○
○
○
平
方
キ
質
は
、
X
群
の
近
世
以
前
の
ク
ニ
よ
り
や
や
大
き
い

ス
ケ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
。
y
、
獲
、
罫
等
は
面
積
と
人
口
の
均
衡
を

失
し
た
国
家
群
で
あ
り
、
各
々
群
毎
の
特
色
を
も
つ
が
、
紙
数
の
関

係
で
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
I
l
亙
一
W
の
系
列
が
、
国
家
発
展
の

コ
ー
ス
を
さ
し
示
し
て
い
る
点
が
当
面
の
問
題
と
な
る
。

　
か
つ
て
X
群
に
お
い
て
の
み
近
代
的
体
制
が
成
熱
し
、
さ
ら
に
現

在
で
は
そ
の
世
界
的
指
導
性
が
W
群
に
推
移
し
つ
つ
あ
る
原
因
は
何

か
。
こ
の
問
い
に
鯛
快
な
答
を
準
備
す
る
の
は
、
ト
エ
ン
ビ
ー
で
あ

る
。
彼
は
近
代
国
家
隆
盛
の
経
済
的
基
盤
と
な
っ
た
産
業
組
織
に
つ

い
て
・
次
の
よ
う
に
述
べ
物
・
「
肇
難
は
・
イ
ギ
呉
国
基
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活
の
基
礎
と
し
て
、
一
國
畏
国
家
の
枠
内
で
議
会
的
代
議
政
治
が
定

着
し
た
の
ち
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
組
織
で

あ
る
。
た
だ
ち
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
産
業
組
織
が
効
果
的

に
行
わ
れ
う
る
面
積
と
入
口
の
最
小
単
位
費
。
巨
費
蒙
毎
酒
外
鼠

け
働
臨
8
目
℃
簿
饗
伽
娼
O
℃
灯
冨
鉱
。
β
は
、
丁
度
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
．
テ
ン
程
度

の
地
理
的
規
模
で
つ
く
ら
れ
た
共
同
社
会
、
ま
た
、
す
で
に
一
八
世

紀
末
み
ま
ノ
し
に
「
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
y
て
民
仙
族
国
家
を
凱
八
度
と
し
て
作
き
り

れ
た
代
議
政
治
制
度
が
あ
た
え
て
い
た
程
度
の
ま
と
ま
り
と
連
帯
性

を
山
月
す
る
共
同
」
社
日
竃
ぞ
あ
っ
た
。
産
業
主
義
が
、
グ
レ
ー
ト
ブ
辺
デ

ン
か
ら
ヨ
i
・
ッ
パ
大
陸
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
と
イ

タ
リ
ア
の
国
家
的
統
一
化
を
生
ん
だ
主
原
困
の
一
つ
だ
っ
た
と
い
い

う
る
。
」
　
ま
さ
に
翌
群
の
窒
聞
的
規
模
の
上
で
、
近
代
的
産
業
組
織

・
が
ス
ム
ー
ス
に
成
長
し
受
用
さ
れ
る
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
窒
問
的
ア

パ
ラ
ー
ト
が
…
準
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ム
ラ
や
ク
ニ
に
は
り
め
ぐ
ら

さ
れ
て
い
た
壁
は
、
民
族
国
家
の
前
に
は
ら
い
の
け
ら
れ
、
生
理
変

化
を
と
げ
た
ム
ラ
や
ク
ニ
は
、
伝
統
と
因
習
を
強
要
す
る
ワ
ク
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
・

な
く
て
、
個
性
的
な
自
治
精
…
一
一
養
の
一
般
皿
と
な
っ
た
。
（
低
環
節
地

域
の
多
環
簾
地
域
へ
の
融
解
）

　
し
か
し
産
業
活
動
が
世
界
的
に
拡
大
し
、
巨
大
な
オ
ー
ト
メ
イ
シ

ヨ
ン
を
毘
理
七
た
今
日
、
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
国
家
－
一
八
世

紀
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
と
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
が
到
達
し
、
　
一
九
世

紀
に
お
い
て
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
が
到
達
し
た
程
度
の
国
民
国
家

一
1
は
、
現
在
の
勢
力
を
包
蔵
す
る
に
し
て
は
余
り
に
も
小
型
な
、

脆
…
弱
な
容
器
に
す
ぎ
な
く
」
な
っ
た
の
ぞ
あ
る
。
即
ち
、
ヨ
ー
冒
ッ

パ
の
矯
小
化
ご
笥
畦
識
昌
σ
q
、
o
幽
騎
霞
○
℃
o
、
　
X
群
が
ら
W
群
へ
の
転
化

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
　
一
種
超
国
家
的
な
ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
W
群
の

「
拡
大
さ
れ
た
国
家
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
地
理
的
規
模
に
適
応

す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
を
発
見
し
、
あ
る
い
は
発
見
し
つ
つ
あ
る
。

　
い
ま
や
生
活
の
識
域
に
は
、
地
球
が
、
三
次
元
の
枇
界
が
浮
び
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

つ
て
い
る
。
バ
ー
ジ
ェ
ス
が
、
シ
カ
ゴ
ぞ
分
筆
し
た
ご
と
き
巨
、
大
都

市
の
生
態
は
、
か
く
し
て
誕
生
す
る
。

①②

ク
リ
ス
タ
；
ラ
ー
の
σ
q
①
o
導
①
需
酬
0
7
霞
錠
無
。
㌶
零
酬
お
昌
魏
碧
自
。
門
曾
§
σ
q
は
、

原
則
的
に
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
リ
ア
に
は
適
粥
さ
れ
え
な
い
。
た

と
え
ば
、
留
場
・
鉱
は
、
ザ
ク
セ
ン
地
方
に
お
い
て
、
か
つ
て
存
し
た

と
考
・
凡
ら
れ
T
る
規
削
期
的
中
心
地
の
配
列
が
、
　
篇
ン
ナ
貰
ベ
イ
シ
ョ
ン
の

形
成
に
よ
っ
て
解
体
し
た
こ
と
、
賭
・
卵
O
・
勺
。
賃
灘
山
℃
は
嗣
じ
都
市
環

境
の
ル
；
ル
地
方
に
お
い
て
、
箱
焦
一
W
二
二
戦
に
よ
る
戦
災
鷹
後
、
　
幅
時

的
に
小
地
域
中
心
の
擾
能
強
化
を
み
た
こ
と
を
揖
記
し
て
い
る
。

〉
ら
』
、
。
量
）
Φ
ρ
Ω
乱
幽
N
舞
ぎ
忌
日
、
民
藝
や
ご
。
。
～
置
型
・
国
家
共
同
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．
③

④

体
の
規
糞
に
つ
い
て
は
、
地
理
膳
牢
上
で
嬬
、
　
男
》
舞
鱈
。
副
腎
O
課
一
拳
。
ゴ
O

O
①
轟
ヨ
闘
乱
ρ
Q
な
亀
G
。
O
額
参
照
の
こ
と
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
　
一
八
八
八
年
の
地
方
闘
体
法
に
よ
ジ
、
カ
ウ
ン
テ
ィ

の
行
政
権
は
斯
　
設
の
公
選
醐
体
o
o
巳
皆
晃
o
o
類
さ
圓
一
に
移
り
、
さ
ら
に
そ

の
後
全
国
は
懸
一
的
に
町
田
郡
監
誉
p
謬
鋼
鐸
臨
9
と
三
部
郡
『
霞
巳
象
苧

酔
臨
9
に
区
爾
さ
れ
、
公
選
の
郡
会
負
翼
臨
食
o
o
馨
。
鵠
を
設
け
、
カ
ウ

ン
テ
ィ
の
統
轄
下
に
お
き
、
同
時
に
従
来
の
教
会
区
一
）
p
畠
7
を
地
方

窟
治
の
政
府
単
位
と
し
た
。
　
一
方
、
五
万
以
上
の
都
甫
は
、
カ
ウ
ン
テ

イ
バ
ラ
と
し
て
カ
ウ
ン
テ
ィ
か
ら
独
立
せ
し
め
ら
れ
た
。
二
部
郡
・
村

山
郡
は
、
導
て
の
繭
起
源
を
吉
く
は
か
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
に
、
蜘
鼠
接
に
は
一

八
七
二
年
の
町
村
衛
生
区
覚
笹
P
二
項
二
「
舞
巳
u
，
P
蝕
写
受
饗
凹
髪
型
O
ジ
に

み
幽
し
う
る
。
長
浜
政
寿
、
地
方
膚
治
、
四
一
頁
以
下
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
一
八
一
五
年
目
プ
ロ
イ
セ
ン
の
州
で
あ
劇
、
各
領
邦

外
勤
コ
幽
。
「
で
あ
れ
、
そ
の
内
部
が
、
H
7
9
0
絵
。
「
ニ
コ
σ
q
m
げ
。
泣
「
r
回
（
困
。
凶
ど
臣
ヨ
び

O
o
諺
。
汐
鼻
。
に
階
層
的
に
区
画
さ
れ
た
。
　
こ
の
区
画
は
細
部
の
変
化
を

別
に
す
れ
ば
、
　
今
庭
蓑
で
鯖
…
い
て
い
る
。
　
拶
．
国
8
U
ぎ
図
臨
昌
い
O
詳
　
8
ず
①

男
。
讐
。
富
o
h
Ω
g
き
畷
、
や
Q
σ
恥

　
こ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
の
℃
p
汽
帥
捗
に
せ
よ
、
ド
イ
ツ
の
O
①
影
。
ぎ
負
。
に

せ
よ
、
単
な
る
ム
ラ
で
は
な
く
、
数
ム
ラ
の
併
合
さ
れ
て
で
き
た
行
政

村
で
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

二
二
．
弱
薮
σ
q
①
二
目
器
q
【
冨
昌
α
9
凄
き
三
な
”
Ω
臨
8
σ
q
ρ
6
卜
Q
⑦
．

七
　
地
域
の
二
重
性

ゴ
ド
ル
ン
ド
は
、
地
域
中
心
の
発
達
に
つ
い
て
、
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ヵ
ネ
平
野
を
フ
ィ
ー
ル
ヂ
に
、
■
…
励
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
な
理
論
を
遜
表
し

た
。
こ
の
ゴ
ヂ
ル
ン
ド
理
論
は
、
商
気
約
に
は
さ
ぎ
に
あ
げ
た
砺
波
散
村

地
帯
に
も
適
用
さ
れ
う
る
。

　
扇
状
地
の
エ
ク
メ
ネ
ー
化
に
と
も
な
い
、
地
域
中
心
と
し
て
の
出
町
・

福
野
・
津
沢
・
福
光
等
の
驚
場
町
の
析
出
が
、
ほ
ぼ
鴛
キ
胃
i
六
キ
ロ
の

等
聞
隔
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
瞬
潰
に
入
り
、
資
・
本
主
義
体
旧
制
の
浸
潤
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
中
心
地
聞
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
御
坊
町
、
富
町
、
荒
高
屋
、

太
田
、
矢
木
、
中
野
、
富
丸
、
三
郎
丸
、
苗
加
等
街
村
形
態
の
補
助
中
心

（
部
落
単
位
で
消
費
戸
数
い
ず
れ
も
9
戸
以
上
、
昭
和
二
九
年
）
の
漸
増

を
み
る
。
出
町
i
津
沢
閥
の
御
坊
町
、
宮
町
に
つ
い
て
み
る
と
、
躍
露
戦

争
前
後
と
第
二
次
大
戦
蔵
後
の
二
時
期
が
膨
脹
の
ピ
ー
ク
を
示
す
。
、
要
す

る
に
，
こ
の
地
方
の
慣
称
「
弘
、
マ
」
を
基
礎
地
域
ど
し
た
同
質
約
農
村
群

は
、
地
域
進
化
の
流
れ
の
中
で
、
自
ら
非
農
的
・
商
業
的
性
格
…
を
も
つ
細

い
結
晶
体
を
析
出
し
つ
つ
、
地
上
に
L
刀
強
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
翔
み
つ
け
た

　
　
　
②

の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
ス
カ
ネ
地
方
に
せ
よ
、
砺
波
に
せ
よ
、
い
ず

れ
を
閥
わ
ず
地
域
申
心
の
群
立
は
、
生
活
共
同
圏
の
縮
少
化
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
実
は
前
述
し
た
共
同
圏
の
外
へ
の
拡
大
と
表
襲
一
体
を
な

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
砺
波
で
は
、
北
の
高
岡
と
適
勤
・
通
商
・
文
化

等
の
面
で
次
第
に
強
く
結
ば
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
と
こ
ろ
で
現
在
、
グ
リ
ー
ン
の
調
査
に
よ
る
と
（
最
低
の
共
閲
開
心
圏

li6　（；”ptnv）’Lt）



劃r歪1体の地理的規撲（水津）

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
鑓
一
次
大
戦
後
発
達
し
た
バ
ス
交
通
を
指
標
に
す

る
と
、
一
〇
、
○
○
○
人
一
＝
五
、
○
○
○
人
の
範
囲
に
平
均
化
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
そ
の
面
積
も
二
〇
〇
平
方
キ
認
一
二
五
〇
平
方
キ
ロ
の
ノ
ー
マ

ル
サ
イ
ズ
に
向
う
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
地
域
中
心
と
地
域
間
に
は
、

次
の
よ
う
な
平
衡
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。

ω
　
申
心
地
の
商
店
数
と
地
域
人
口
（
中
心
地
人
口
を
含
む
）
の
闘
に
梱

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
関
三
三
が
あ
り
、
（
南
西
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
商
店
一
一
〇
人
平
均
）

図
　
地
域
人
口
と
中
心
地
商
店
の
全
販
売
高
の
聞
に
腰
随
O
・
O
c
二
二
＋
O
・
薄
、

　
但
し
転
一
1
人
口
（
千
人
単
位
）
、
聴
H
年
間
売
上
高
（
百
万
ポ
ン
ー
3
単
位
）

　
　
　
　
　
　
⑤

　
の
関
係
が
あ
る
。

　
わ
が
國
で
は
、
昭
和
二
四
年
、
大
都
市
周
辺
部
を
除
い
て
町
は
平
野
部

に
お
い
て
は
殆
ん
ど
一
〇
キ
ロ
内
外
の
距
離
で
分
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鎖
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

力
闘
を
も
つ
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
か
か
る
自
生
的
な
地
域
組
織
に
ワ
ク
づ
け
ら
れ
つ
つ
、
行
政
上
の

地
域
制
度
の
網
が
は
ら
れ
て
’
い
く
。
自
生
的
な
も
の
と
制
度
的
な
も

の
、
双
誇
の
地
域
が
相
互
に
作
用
し
つ
つ
；
璽
に
か
ら
み
合
い
、
反

ば
っ
と
均
衡
を
く
り
か
え
す
と
こ
ろ
、
か
か
る
地
域
の
こ
重
性
の
中

か
ら
、
現
実
の
地
域
社
会
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
わ
が
国
で
は
、

明
治
初
年
以
来
幾
度
か
の
改
変
を
く
り
か
え
し
た
挙
句
、
ド
イ
ツ
・

プ
ロ
イ
セ
ン
の
行
政
制
慶
を
参
酌
し
て
、
一
八
八
八
年
、
数
箇
の
ム

ラ
を
合
併
し
た
行
政
村
が
成
立
し
た
。
行
政
村
の
範
囲
が
、
か
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
郷
社
申
心
の
合
同
で
あ
る
場
合
の
多
い
こ
と
、
明
治
以
前
こ
の
範

囲
で
す
で
に
間
接
的
生
活
圏
の
繭
芽
が
み
ら
れ
た
こ
と
等
が
指
摘
さ

　
　
　
　
③

れ
て
い
る
が
、
か
か
る
自
生
的
発
展
方
向
を
法
則
的
に
ワ
ク
づ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
村
は
過
去
の
ム
ラ
を
化
石
化
せ
し
め
つ
つ
、

み
つ
か
珍
は
「
拡
大
さ
れ
た
藩
礎
地
域
」
と
し
て
の
性
格
を
強
化
し

て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
砺
波
で
は
、
こ
れ
ら
の
村
役
揚
の
所
在
地
が

前
述
の
補
助
申
心
と
重
複
す
る
揚
合
が
多
く
、
補
助
錦
心
の
小
商
圏

は
、
行
政
村
の
境
界
に
限
界
づ
け
ら
れ
て
発
達
し
た
。

　
竹
内
常
行
氏
は
、
薪
潟
・
富
山
・
石
川
一
二
県
の
行
政
町
村
面
積
を

　
　
　
　
　
　
⑨

二
四
階
…
級
に
分
類
し
、
蜜
山
県
で
は
第
二
階
級
（
三
平
方
キ
ロ
i
六
平

方
キ
ロ
）
の
町
村
（
全
体
の
四
〇
％
）
、
石
川
県
．
て
も
第
二
階
級
の
町
村

（一

ｪ
％
）
、
新
潟
県
で
は
第
四
階
級
（
九
平
方
キ
ロ
ー
一
二
平
方
ギ
獄
）

の
町
村
が
最
多
数
を
し
め
る
こ
と
、
最
大
頻
度
の
人
口
階
級
は
憲

山
∵
石
川
両
県
で
は
一
六
〇
〇
人
か
ら
二
二
〇
〇
人
、
漸
潟
梁
で
は

二
八
0
0
人
か
ら
三
四
〇
〇
人
で
あ
る
こ
と
、
概
括
的
に
は
三
〇
平

し
万
キ
舜
㌦
瀧
》
エ
ハ
○
工
⊥
カ
キ
霧
以
“
上
の
村
ノ
｝
は
、
　
面
積
。
人
綴
に
比
例

関
係
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
零
本
坐
国
二
、
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（　）内数字は圏別頻度胃分率

四
一
ニ
カ
町
村
の
平
均
人
肖
は
四
、
O
八
二
人
用
昭
、
一
〇
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
ま
世
界
諸
国
の
行
政
町
村
人
口
に
つ
い
て
み
る
と
、
別
表
鴨
の
よ

う
に
、

ω
　
封
i
ロ
ッ
パ
で
は
大
部
分
が
二
、
○
○
○
人
一
九
、
九
九
九
人

　
内
に
集
中
し
、

②
　
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
五
〇
〇
人
－
一
、
九
九
九
人
単
位
の
も
の

　
が
五
〇
％
を
し
め
、

③
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
ぞ
は
各
単
位
が
不
規
則
に
分
散
し
、

㈲
　
最
頻
度
人
口
階
級
の
い
ず
れ
を
と
わ
ず
、
各
国
と
も
そ
の
最
頻

　
度
の
百
分
率
が
二
〇
1
六
〇
を
前
後
す
る
。

　
資
料
不
充
分
ぞ
断
定
は
ぞ
き
な
い
が
、
早
く
近
代
的
体
制
の
成
熱
…

し
た
ヨ
ー
μ
ッ
パ
の
地
域
規
模
の
均
等
性
、
人
口
密
度
の
稀
薄
な
ア

メ
リ
カ
、
新
旧
体
翻
…
の
高
山
濡
す
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
的
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
の
は
差
支
え
な
い
し
、

わ
が
国
の
行
政
村
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る

の
も
自
然
で
あ
る
。

　
現
在
、
わ
が
国
で
は
町
村
合
併
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
的

意
義
が
つ
ぎ
の
問
題
と
な
る
。
前
述
の
砺
波
で
は
、
出
町
・
福
野
・

津
沢
等
が
、
　
こ
こ
数
力
年
聞
に
各
々
の
勢
力
圏
を
糾
合
し
て
、
　
新
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鋤
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ド

ナ
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ワ
　
…カ
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アメリカ
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アプリ鋪

荏2総　計

意表彊世界諸
Demographic

市
・
薪
町
と
し
て
の
薪
行
政
区
域
を
形
成
し
た
。
新
市
ブ
ー
ム
の
は

じ
ま
っ
た
昭
和
一
一
八
年
一
〇
月
か
ら
三
〇
年
四
月
ま
で
の
雛
市
（
二

〇
三
）
の
全
国
平
均
人
口
三
八
、
七
八
九
入
、
平
均
面
積
は
一
四
〇

平
方
キ
ロ
、
そ
の
中
地
域
中
心
の
群
立
し
て
い
る
京
浜
（
東
京
・
神

奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
。
群
焉
・
茨
城
）
と
京
阪
神
（
大
阪
・
兵
庫
・
京
都
・

滋
賀
・
奈
良
・
和
歌
山
）
で
は
平
均
七
〇
平
方
キ
ロ
、
地
域
階
層
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
す
ま
な
い
北
海
道
で
は
四
四
ご
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。
合
併
は
具
体

的
に
は
諸
勢
力
の
対
立
と
妥
協
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
地
域
の
二
重
性

が
薪
し
い
不
整
合
と
摩
擦
を
ひ
き
お
こ
す
面
も
多
い
が
、
し
か
し
こ

F
の
蹴
，
均
値
は
、
現
在
の
都
鄙
共
同
体
の
核
心
規
模
を
聞
接
的
に
は
反

映
し
て
い
る
こ
と
が
、
合
併
以
前
の
町
の
勢
力
圏
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

23

ｯ
る
バ
ス
交
通
圏
（
既
述
）
　
と
の
対
比
に
お
い
て
も
い
え
る
し
、

　一

繻
ﾜ
二
年
ま
で
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
行
わ
れ
た
o
o
寄
寓
貝
彰
Φ
の
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

合
調
査
結
果
か
ら
も
類
推
し
う
る
。

　
都
鄙
共
同
体
は
階
層
的
に
結
合
し
て
、
制
度
的
に
は
府
県
に
ワ
ク

づ
け
さ
れ
る
。
一
九
世
紀
後
半
、
ク
ニ
や
藩
を
分
合
配
置
し
て
成
立

し
た
府
県
が
、
い
ま
で
は
そ
れ
ら
に
代
っ
て
、
独
自
の
個
性
と
共
属

感
情
を
も
つ
一
大
共
同
体
と
し
て
成
長
し
て
き
た
こ
と
は
注
同
を
要

す
る
。
府
県
は
別
表
双
の
よ
う
な
星
群
に
大
別
さ
れ
る
。
平
均
面
積

の
大
き
い
群
は
本
州
北
端
の
寒
い
三
県
と
中
部
田
岳
地
方
の
二
県
ぞ
、

そ
の
次
に
山
形
・
宮
城
・
福
島
・
新
潟
等
残
り
の
東
北
諸
県
が
つ
づ

く
。
関
東
地
方
平
野
本
四
県
は
最
小
の
平
均
面
積
を
も
ち
、
山
間
部

は
山
梨
を
も
含
め
て
こ
れ
ら
の
平
野
県
よ
の
や
や
平
均
面
積
が
大
き

い
。
残
余
の
県
は
中
位
の
大
き
さ
で
、
地
形
・
位
置
関
係
に
対
応
し

て
変
化
す
る
。
　
一
方
、
人
口
は
別
表
の
よ
う
に
、
行
政
村
の
場
合
に

類
似
し
て
面
積
と
逆
比
例
す
る
。
　
（
別
表
双
）

　
各
位
の
地
域
規
模
は
、
こ
の
よ
う
に
国
内
に
お
い
て
、
一
定
の
秩

序
を
竜
っ
て
ロ
ー
カ
ル
に
変
化
す
る
と
と
も
に
、
国
家
闇
に
お
い
て
、
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さ
ら
に
秩
序
だ
つ
た
振
幅
を
示
す
。
国
家
規
模
自
体
七
群
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
分
類
に
対
応
し
た
変
化
が
、
そ
の

下
位
組
織
に
も
み
ら
れ
る
。

　
ま
ず
自
生
的
な
地
域
組
織
に
つ
い
て
み
る
。
ブ
ラ
ッ
シ
ニ
は
、
南

西
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
を
米
甲
（
鼠
家
規
模
W
群
）
の
一
サ
ン
プ
ル
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
、
次
の
比
較
を
試
み
た
。
国
家
規
模
∬
群
の
西
ヨ
ー
窟
ッ
パ
で
は
、

第
…
次
の
地
域
的
小
中
心
は
三
・
ニ
キ
ロ
ー
六
・
四
キ
庶
は
な
れ
た

霧
び
鉾
冨
　
く
類
営
σ
q
o
　
（
人
口
数
一
〇
〇
一
一
、
○
○
○
）
ぞ
あ
る
が
、
　
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
で
は
、
四
キ
ロ
ー
八
・
八
キ
ロ
は
な
れ
た
剛
軽
彰
冨
け

（一

Z
〇
入
以
下
）
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
r
群
に
属
す
る
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
こ
の
二
三
は
さ
ら
に
大
き
い
。
次
の
誠
心
は
、

亙
鮮
で
は
六
・
四
キ
ロ
…
コ
丁
「
八
キ
皿
闇
隔
を
な
す
μ
疑
高
ぎ
け

ρ
o
≦
瓢
（
一
、
○
○
○
一
己
、
○
○
○
人
）
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
で
は
一
ご
・

八
キ
ロ
ー
一
六
キ
質
長
齢
の
く
昌
ぽ
σ
q
o
（
五
〇
〇
一
九
〇
〇
人
）
ぞ
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
こ
の
階
層
中
心
は
四
八
キ
狐
の
聞
隔
を
な
す
。

次
の
中
心
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
六
キ
ロ
ー
ご
四
キ
ロ
闇
隔
の
8
乏
昌

（
五
、
○
○
○
人
）
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
〇
・
八
キ
質
寸
話
の
囚
一
色
湊
欝
袋

（
圏
、
○
○
○
人
）
、
　
ま
た
は
四
五
・
ニ
キ
ロ
間
隔
の
切
。
賎
降
蔀
霞
騨

（｝

宦
A
○
○
○
人
）
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
で
は
、
こ
の
中
心

は
よ
り
人
口
が
少
く
、
闇
隔
は
よ
り
大
で
あ
る
。
次
の
中
心
に
至
っ

て
は
じ
め
て
、
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
そ
れ
に
間
隔

の
点
で
類
似
す
る
に
至
る
（
五
六
キ
ロ
）
。
と
こ
ろ
が
ブ
イ
ン
ラ
ン
ド

で
は
、
こ
の
階
層
申
心
は
九
六
キ
ロ
ー
一
四
四
キ
・
の
間
隔
で
散
在

す
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
か
か
る
自
生
的
な
地
域
規
模
の
組
違
は
、
別
表
X
に
示
す
ご
と
く
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岡体の地理的規模（水津）
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1

国別最上位地方行政区域平均面積

（群は，別表蟹の国家規模分類rcよる）

　StateSmans　YearboDk　1951より算揖

別表X

制
度
的
な
行
政
地
域
規
模
の
相
違
に
対
応
し
て
い
る
。
別
表
X
の
資

料
は
不
充
分
で
あ
る
が
、
　
一
応
、
次
の
傾
向
を
推
定
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ

ω
　
最
上
位
地
方
行
政
地
域
面
積
は
、
W
・
W
・
五
・
亙
・
亙
の
配

　
列
を
示
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

②
　
そ
の
人
口
は
、
W
・
X
。
■
（
W
）
　
・
1
の
配
列
を
示
す
。

　
こ
こ
で
特
に
泣
目
を
ひ
く
の
は
、
W
の
行
政
地
域
規
模
が
国
家
規

模
や
自
生
的
地
域
規
模
に
即
応
し
た
巨
大
さ
を
竜
つ
こ
と
、
X
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

政
地
域
面
積
が
、
ド
イ
ツ
を
除
い
て
X
や
一
と
較
べ
て
す
ら
嬢
小
で
、

自
生
的
地
域
規
模
に
即
応
し
え
な
い
こ
と
ぞ
あ
る
。
亙
の
国
家
群
の

現
代
的
試
煉
は
、
こ
こ
か
ら
も
生
れ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
地
域
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

重
性
が
複
雑
な
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
を
起
し
て
い
る
。

①
拙
稿
、
前
掲
地
評
二
八
の
六
。

②
縮
…
稿
…
、
土
地
占
居
か
ら
み
た
数
居
の
綴
【
能
、
人
乱
又
研
究
五
の
九
。

③
男
鵠
・
名
●
O
§
ジ
野
。
・
G
。
。
急
。
諺
ぎ
夢
・
単
三
昏
芭
・
。
・
悔
0
8
讐

　
　
切
の
く
・
恥
一
℃
同
O
q
一
。

④
同
・
踏
’
乏
Ω
お
窪
℃
寓
。
ε
目
お
屋
∩
o
翼
鴨
塁
ぎ
Q
Q
o
亀
μ
－
乏
露
榑
胴
コ
σ
q
一
§
飾

　
　
8
諺
裁
φ
R
9
激
切
。
冨
笥
。
β
ε
℃
o
℃
巳
ρ
二
〇
昌
昌
q
㏄
び
。
℃
℃
ぎ
α
q
同
p
o
錠
凱
震
・

　
　
舅
幾
μ
器
。
賦
。
霧
§
鳥
℃
君
¢
量
一
瓜
M
δ
幽
Q
Q

⑤
｝
・
田
●
駁
・
間
鴨
鰯
き
、
診
9
蓄
尻
。
｛
ω
ぎ
説
§
“
し
。
。
「
く
幽
8
甥
器
雷
貯

　
　
Q
D
8
菖
討
7
↓
o
芝
魏
伊
Q
陰
．
O
●
窯
●
刈
9
一
り
窃
恥

⑥
岸
本
実
、
地
方
町
の
統
計
的
研
究
、
地
回
二
五
の
八

　
⑦
鈴
木
、
晶
馴
卜
書
。
七
八
頁

⑧
た
と
え
ば
、
明
治
六
年
一
小
単
区
人
口
お
よ
そ
六
〇
〇
入
を
以
て
す
る

　
　
と
い
う
政
麿
の
指
令
が
発
布
さ
れ
、
小
感
ず
校
の
乱
立
を
防
い
だ
こ
と
も
、

　
　
ム
ラ
の
拡
大
に
大
竜
い
影
響
を
あ
た
え
た
。
永
島
福
太
郎
、
明
治
、
「
学

　
　
鋼
」
と
村
落
、
関
西
学
院
史
学
三

⑨
竹
内
常
行
、
薪
潟
・
冨
山
・
石
川
三
景
に
お
け
る
町
村
顕
積
と
地
形
並

　
　
び
に
人
口
密
度
と
の
関
係
、
地
評
八
の
七

⑩
前
掲
U
9
ぎ
σ
q
類
℃
窯
。
＜
①
碧
ぎ
。
渥
分
類
『
菩
に
よ
る
。

⑳
昭
和
三
〇
年
五
月
二
研
付
朝
g
新
露
、
全
国
都
市
一
覧
か
ら
鈴
毘
り
礪

　
　
波
諸
　
村
で
は
、
合
併
以
舗
剛
か
ら
共
有
し
た
薪
設
中
下
目
が
合
…
併
の
揚
合
皿
の
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＠⑬⑭⑮

機
縁
．
と
な
っ
た
例
が
多
い
。

壁
騨
ζ
重
い
陸
§
き
↓
7
0
Ω
≦
薦
剛
品
涛
璋
巳
9
影
葺
§
矧
曙
ぎ
も
陸
毛
①
紆
ン

二
日
も
な
8
宣
品
罵
乙
9
お
U
一
。
古
い
共
属
感
情
の
残
っ
て
い
る
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
ム
ラ
。
9
影
毒
器
は
、
平
均
人
口
一
、
六
〇
〇
人
（
一
九
圏

五
年
）
、
　
五
分
の
一
は
五
〇
〇
入
に
み
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
一
九
五

二
年
ま
で
に
最
低
二
、
○
○
○
人
に
併
含
す
る
欝
爾
が
た
て
ら
れ
た
。

即
ち
、
珊
舎
町
求
心
の
・
器
o
o
謬
鳥
簿
薫
讐
。
自
℃
σ
お
臼
田
冒
帥
窯
。
昌
が
最
下
位

の
行
政
単
位
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

｝
・
費
津
琶
ポ
誤
。
湿
白
鍵
鍵
〇
一
藁
o
h
O
①
簿
巨
歪
9
8
切
冒
Q
陰
。
琶
毫
。
除
。
ヨ

≦
齢
8
β
u
陰
剛
炉
0
8
σ
q
二
拶
⑦
く
●
お
α
Q
o
。
　
’

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
掲
蜜
。
畠
ぎ
㈹
の
論
交
に
多
く
の
示
さ
を
う

け
た
。

現
在
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
o
o
餌
⇒
蔓
単
位
で
は
行
政
円
滑
…
を
か
く
た
め
、

標
準
リ
ー
ジ
ョ
ン
地
区
を
設
け
、
こ
こ
に
政
府
串
先
機
関
を
設
置
し
た

（
高
木
鉦
作
、
　
イ
ギ
リ
ス
の
り
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
都
市
問

題
四
五
の
一
二
）
。
　
わ
が
蘭
曲
で
も
道
州
嗣
制
が
…
凹
題
と
な
っ
て
い
る
。
欄
、

ス
コ
ミ
ュ
ー
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
盛
ん
な
現
在
、
新
し
い
三
二
体
運
営
の

た
め
に
は
、
当
然
そ
れ
に
即
し
た
釜
閲
的
ワ
ク
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。

八
　
む
　
す
　
び

　
地
域
は
、
二
重
の
構
造
と
合
法
則
的
な
規
模
の
振
幅
を
示
し
つ
つ
、

空
聞
的
階
層
化
の
方
向
へ
と
進
化
し
て
き
た
。
こ
の
閣
係
は
、
本
稿

で
ふ
れ
え
な
か
っ
た
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
リ
ア
の
膨
〃
脹
に
お
い
て

極
限
に
達
す
る
。
か
か
る
地
域
共
同
体
の
主
体
た
る
べ
き
人
聞
共
同

体
自
体
、
以
上
の
地
域
関
係
に
密
駕
し
た
発
展
を
経
過
す
る
の
は
い

う
ま
ぞ
も
な
い
。
地
域
主
義
思
。
σ
q
一
9
μ
缶
騨
轟
と
は
、
か
か
る
観
点
か

ら
、
地
域
組
織
の
再
編
成
に
よ
っ
て
、
人
間
共
同
体
機
能
の
円
滑
化

を
企
て
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
こ
れ
は
発
展
し
て
、
か

の
「
自
然
改
造
」
へ
と
連
続
す
る
。

　
し
か
し
類
似
し
た
規
模
と
組
織
を
も
つ
に
か
か
わ
ら
ず
、
質
的
に

地
域
構
造
を
異
に
す
る
揚
合
が
少
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
類
型
的
に

み
る
か
ぎ
り
、
臼
本
の
村
一
一
洛
が
集
落
・
菜
園
・
水
田
・
山
林
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー

も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
集
落
・
菜
園
・
麦
畑
。
牧
場
（
採
草
地
∀

山
林
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
主
要
生
産
用
地
と
し
て
、
一
方
は
水
田

を
、
他
方
は
麦
畑
を
も
つ
こ
と
、
後
者
に
お
け
る
牧
場
の
存
在
、
双

方
に
お
け
る
由
林
の
機
能
的
ち
が
い
、
こ
れ
ら
が
両
者
の
人
聞
共
同

体
と
か
ら
み
あ
っ
て
、
相
互
に
異
質
的
な
地
域
性
を
つ
く
り
だ
し
た

事
実
を
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
事
実
が
、
両
者
に
お
け
る
異
っ
た

歴
史
発
展
の
方
向
と
関
連
す
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
し
、
そ
れ
が

地
域
の
形
態
的
側
面
を
逆
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
も
、
重
要
な
問
題

と
し
て
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
空
聞
の
規
模
が
、
社
会

砦
層
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
同
日
に
論
じ
え
な
い
こ
と
も
、

こ
こ
で
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
一
九
五
〇
、
八
、
一
五
）
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m“ltipliedein　short，　it　has　come　into　its’　own．　This　is　the　so一

・g・（惣村）・・der　the　M…m・・hi　Sh・9・・at・・’　B・t　the・・一s・・w・・

still　insecure　because　of　the　stratification　of　the　population　within

itself　and　the　interfereRce　of　the　warring　magnates．　This　will

explain　to　some　degree　the　military　character　of　the　communityL

　　　In　this　article　1　aimed　to　trace　the　slow　and　continuous　deve－

lopment　of　the　villa．cre　community　and　to　illustrate　it　in　itS　pro－

per　position　uncler　the　feudal　structure　of　meClieval　Japan．

The　Geographical　Scale　of　the　Community

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　Ichiro　Suizu　，　’

　　　Between　the　area　and　the　popuIation　of　the　community庫crc

is　a　generaI　rule　and　iR　tlユe　mode　of　combination　among　the　vari－

ous　teritories　frem　the．　viliage　to　the　nation　thereεしlso　is　a　order　a穐d

akind　of　systcmatization．　This　article　is　a　more　detailed　study　from

the　above．mentioned　view－point　of　the　fbregoing　research‘‘The

Stratificatcd　Cbmbination　of　the　Areas”which　I　published　ill．　the

Geographica　l　Revicw（vol．28．　No．5）．　An　approach　was　made’

as　to　the　rccip卸ocai　relation　betweeぬt至．’iie　evolution　of　the　territories

a玖dtheir　ortoqt．Lnization　and　of　spontan．知うous　and　亡11e　fnstitutional

　　　　　　　　　　　　

communltles．：

　　　The　arcas，　the　landscapcs　and　the　nature　are　the　original

whole　of　the　human　community　and　I　want　to　pave　the　way　to

the‘‘area，，　as　man　has　oncc　found　the　‘society，’．

Irrigation　Customs　in　China

　　　　　　　　　　　　By

　　　　Motonosuke　Amano

　　　For　the　griwth　of　the　agricttltural　production　water　sttpply

塩離器謙a膿欝鷲，’譲e翻澁’灘l
munal　authority’　or　by　the　individual　the　right　of　the　water　mana－

gement　comes　i　o　the　fore．　This　article　is’an　attempt　to　describe

this　as　a　funci．bn　of　the　village　community．

（　626　）


